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　　　対馬市告示第７号

　　　　平成21年第３回対馬市議会臨時会を次のとおり招集する

　　　　　　　平成21年２月16日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市長　財部　能成

　　　１　期　日　　平成21年２月23日

　　　２　場　所　　対馬市議会議場

──────────────────────────────

　　　○開会日に応招した議員

齋藤　久光君　　　　　　　　　　堀江　政武君

小西　明範君　　　　　　　　　　小宮　教義君

阿比留光雄君　　　　　　　　　　三山　幸男君

小宮　政利君　　　　　　　　　　初村　久藏君

吉見　優子君　　　　　　　　　　桐谷　　徹君

宮原　五男君　　　　　　　　　　大浦　孝司君

小川　廣康君　　　　　　　　　　大部　初幸君

兵頭　　榮君　　　　　　　　　　上野洋次郎君

作元　義文君　　　　　　　　　　黒岩　美俊君

島居　邦嗣君　　　　　　　　　　武本　哲勇君

中原　康博君　　　　　　　　　　畑島　孝吉君

扇　作エ門君　　　　　　　　　　波田　政和君

──────────────────────────────

　　　○２月23日に応招しなかった議員

糸瀬　一彦君　　　　　　　　　　　　　　　　

──────────────────────────────
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──────────────────────────────────────

平成21年　第３回　対　馬　市　議　会　臨　時　会　会　議　録（第１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年２月23日（月曜日）

──────────────────────────────────────

議事日程（第１号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年２月23日　午前10時00分開会

　　　　日程第１　会議録署名議員の指名

　　　　日程第２　会期の決定

　　　　日程第３　議案第４号　平成２０年度対馬市一般会計補正予算（第６号）
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　　　　日程第６　議案第７号　平成２０年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号）

　　　　日程第７　議案第８号　工事請負契約の締結について（対馬市情報基盤整備工事

（２工区））

──────────────────────────────

本日の会議に付した事件

　　　　日程第１　会議録署名議員の指名

　　　　日程第２　会期の決定

　　　　日程第３　議案第４号　平成２０年度対馬市一般会計補正予算（第６号）
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　　　　日程第７　議案第８号　工事請負契約の締結について（対馬市情報基盤整備工事
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出席議員（25名）
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３番　小西　明範君　　　　　　　４番　小宮　教義君

５番　阿比留光雄君　　　　　　　６番　三山　幸男君

７番　小宮　政利君　　　　　　　８番　初村　久藏君
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９番　吉見　優子君　　　　　　　11番　桐谷　　徹君

12番　宮原　五男君　　　　　　　13番　大浦　孝司君

14番　小川　廣康君　　　　　　　15番　大部　初幸君

16番　兵頭　　榮君　　　　　　　17番　上野洋次郎君

18番　作元　義文君　　　　　　　19番　黒岩　美俊君
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22番　中原　康博君　　　　　　　24番　畑島　孝吉君
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──────────────────────────────

欠席議員（１名）

10番　糸瀬　一彦君　　　　　　　　　　　　　　　　

──────────────────────────────

欠　　員（１名）

──────────────────────────────

事務局出席職員職氏名

局長　　　　　　永留　_ 光君　　次長　　　　　渋江　雄司君

参事兼課長補佐　阿比留　保君　　副参事兼係長　國分　幸和君

──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名

市長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　財部　能成君

副市長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　大浦　義光君

副市長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　齋藤　勝行君

総務企画部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　永尾　榮啓君

総務課長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　桐谷　雅宣君

市民生活部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　近藤　義則君

福祉保健部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　扇　　照幸君

観光物産推進本部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　廣田　宗雄君

政策補佐官兼地域再生推進本部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　松原　敬行君

農林水産部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　川本　治源君

建設部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　川上　　司君

水道局長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　一宮　英久君

教育長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　河合　　徹君
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教育部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　中村　敏明君

美津島地域活性化センター部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　阿比留正明君

豊玉地域活性化センター部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　橋本　政次君

峰地域活性化センター部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　永留　秀幸君

上県地域活性化センター部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　武田　延幸君

上対馬地域活性化センター部長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　糸瀬　良久君

消防長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　阿比留　健君

会計管理者　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　森田　健一君

監査委員事務局長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　主藤　繁明君

農業委員会事務局長　⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ 　大石　邦一君

──────────────────────────────

午前10時00分開会

○議長（波田　政和君）  おはようございます。報告いたします。糸瀬一彦君より欠席の届け出が

あっております。

　ただいまから平成２１年第３回対馬市議会臨時会を開会いたします。

　これより本日の会議を開きます。

　日程に入る前に、市長よりごあいさつをお受けいたします。市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  おはようございます。第３回臨時会の開会にあたり、一言ごあいさつ申

し上げます。

　本日、ここに第３回臨時会を招集いたしましたところ、議員の皆様には大変御多忙のところ御

出席を賜り、厚く御礼申し上げます。

　本臨時会において御審議をお願いいたします議案は、平成２０年度対馬市一般会計補正予算

（第６号）を始め、補正予算４件、工事請負変更契約の締結１件でございます。

　今回の補正予算は、去る１月２７日に成立いたしました国の第２次補正予算を受け、対馬市と

しましても早急に対処し、市内経済の活性化や雇用対策、生活対策などを実施していくため、臨

時会において御審議を賜ることとしたものでございます。

　国内では昨年１０月、アメリカに端を発した世界的な金融危機の拡大により、景気は急速に悪

化しており、これに伴い企業の倒産や、製造業における生産調整、事業縮小などが続き、全国各

地で非正規労働者の雇い止めや新規学卒者の内定取り消しが発生するなど厳しい状況が生じてお

ります。

　国においては、生活対策や景気後退下での生活者の不安に、きめ細かく対処するための家計へ

の緊急支援等を実施するために、地方公共団体が行うインフラ整備や雇用対策に対する支援に取
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り組むこととされており、景気回復に向けての対策の強化が図られているところでございます。

　一方、本市の経済は、基幹産業であります水産業の低迷や、企業の経営不振などから来る市民

の生活への不安感がつきまとい、個人消費も低調に推移するなど、景気は悪化傾向をたどってい

る状況にあります。

　雇用面におきましては、昨年１２月時点の地域別有効求人倍率でありますが、０.２と県内で

最も低い状況で、雇用の場が不足しているということは否めないところでございます。

　こうしたなか、今回成立しました国の第２次補正予算においては、現在の危機的状況に適切に

対処するため、地域活性化に取り組む地方公共団体を支援する地域活性化生活対策臨時交付金等

の新たな交付金や、雇用、子育て等を支援するさまざまな基金など、これまでにない思い切った

対策が盛り込まれております。

　このため、市といたしましても、景気悪化による本市経済や市民生活への影響を最小限にくい

止めるため、こうした国の一つ一つの施策を最大限に活用し、地域の活性化につながるインフラ

整備や、本市の実情に即したきめ細やかな施策や、政策支援につながる施策を積極的に取り組ん

でまいり、市民の不安をできるだけ取り除くことができるよう迅速な対応を図ってまいりたいと

考えております。

　本日、御審議をお願いしております補正予算は、国の第２次補正予算を受け、本市の一般会計

へ地域活性化政策対策臨時交付金事業として１０億１,９３７万９,０００円、定額給付金事業と

して６億５１３万１,０００円、子育て応援特別手当事業として２,７２４万１,０００円の合計

１６億５,１７５万１,０００円を追加予算として計上し、市経済への刺激を導き出そうとするも

のであります。

　主な事業の内容としましては、地場産業を生かした新規起業家への支援、航路等の維持再生に

向けた取り組みへの支援、地域特産品の販路拡大への支援、安全安心な暮らしの実現と生活向上

に向けた汚泥処理施設の整備への支援、教育環境施設の充実に向けた取り組みへの支援、商店街

活性化に向けた地域限定商品券発行等に向けた取り組みへの支援等々のため、振興基金への積立

金２億円、旧上対馬町庁舎解体事業３,７４１万８,０００円、旧美津島有線テレビ施設撤去工事

５,８８０万円、生活交通バス路線維持対策費補助金１,２７０万３,０００円、老人ホームへのス

プリンクラー設備工事１億２,８９６万１,０００円、農林道整備１億１,０３４万１,０００円、漁

協施設等整備事業補助金８,６１２万４,０００円、漁港施設整備３,５９１万２,０００円、渚の湯

木質バイオマスチップボイラー等の整備の導入３,７２９万２,０００円、観光施設の整備

３,８９９万８,０００円、市道整備９,９１１万１,０００円、市営住宅の整備４,０６４万

８,０００円、消防施設整備１,３４０万８,０００円、仮称でありますが対馬藩「国交回復歴史物

語」制作１,０００万円、文化財施設の整備１,２１０万４,０００円などでございます。
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　市としましては、このような事業を足がかりに対馬市民の生活不安を取り除き、地域経済の活

性化を図るべく積極的に取り組んでまいりたいと考えております。

　議案の内容につきましては、この後担当部長に説明させたいと存じますので、何とぞ慎重に御

審議のうえ、御決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（波田　政和君）  次に、２月１日付をもって幹部職員の人事異動があっておりますので、

ここで異動された幹部職員の自己紹介をお願いいたします。市民生活部長、近藤義則君。

○市民生活部長（近藤　義則君）  おはようございます。２月１日付で人事異動によりまして市民

生活部長を拝命いたしました近藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○福祉保健部長（扇　　照幸君）  おはようございます。福祉保健部長の扇照幸でございます。よ

ろしくお願いいたします。

○農林水産部長（川本　治源君）  おはようございます。この２月１日付の人事異動によりまして、

農林水産部長を拝命しました川本治源でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○教育部長（中村　敏明君）  ２月１日付の異動によりまして、教育部長を拝命しました中村敏明

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○監査委員事務局長（主藤　繁明君）  ２月１日で監査委員事務局長を拝命しました主藤繁明でご

ざいます。よろしくお願いいたします。

○豊玉地域活性化センター部長（橋本　政次君）  おはようございます。豊玉地域活性化センター

部長を拝命をいたしました橋本政次でございます。どうぞよろしくお願いをいたします。

○峰地域活性化センター部長（永留　秀幸君）  おはようございます。峰地域活性化センター部長、

永留秀幸と申します。どうぞよろしくお願いします。

○上県地域活性化センター部長（武田　延幸君）  おはようございます。今回の異動によりまして

上県地域活性化センター部長を拝命いたしました武田延幸と申します。よろしくお願いいたしま

す。

○上対馬地域活性化センター部長（糸瀬　良久君）  おはようございます。２月１日付の異動で上

対馬地域活性化センター部長の糸瀬でございます。よろしくお願いいたします。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（波田　政和君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定によって、小川廣康君及び大部初幸君を指名しま

す。

────────────・────・────────────

日程第２．会期の決定
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○議長（波田　政和君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。

　お諮りします。本臨時会の会期は、お手元に配付しております会期日程（案）のとおり、本日

１日限りにしたいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  異議なしと認めます。したがって、本臨時会は本日１日限りに決定しま

した。

────────────・────・────────────

日程第３．議案第４号

○議長（波田　政和君）  日程第３、議案第４号、平成２０年度対馬市一般会計補正予算（第

６号）を議題とします。

　本案について、提案理由の説明を求めます。総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  おはようございます。ただいま議題となりました議案第４号、

平成２０年度対馬市一般会計補正予算（第６号）について、その提案理由と内容を御説明いたし

ます。

　今回の補正は、国において決定されました生活対策及び生活防衛のための緊急対策を実施する

ため、去る１月２７日に成立しました国の第２次補正予算に適切に対処するため、景気後退下で

の生活者の不安にきめ細かく対処するための、家計への緊急支援及び地域活性化等に資するきめ

細やかなインフラ整備などを進めるため、必要な予算を追加しようとするものであります。

　地域活性化生活対策臨時交付金事業におきましては、国が示された今回の交付対象事業は通常

の補助、国庫補助、起債対象事業とはならず、市の長年の懸案事項でありました市単独事業も交

付対象になることから、今回の臨時交付金事業はそのような単独事業を重点的に計画し、ハード

事業として１６６件７億８,３６６万２,０００円、ソフト事業として９件３,５７１万７,０００円、

２１年度実施予定の事業の財源のための基金として２億円、事業費合計１０億１,９３７万

９,０００円、そして定額給付金事業として６億５１３万１,０００円、子育て応援特別手当事業

として２,７２４万１,０００円を計上いたしております。

　１ページをお願いいたします。

　平成２０年度対馬市一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによることを規定し、

第１条第１項、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６億５,１７５万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０３億７,４８７万６,０００円と

しようとするものであります。

　第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページから４ページにかけての第１表歳入歳出予算補正によるとしようとするも
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のであります。

　次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明をいたします。

　まず、歳出でありますが、１４ページをお願いします。

　２款総務費１項総務管理費の９億２,５３９万９,０００円の増額は、３目財政管理費２５節積

立金で、２１年度実施予定、詳細につきましては当初予算の折、御説明申し上げますが、その事

業といたしまして、ハード事業として３１件２億６,９０５万８,０００円、ソフト事業として

２２件１億３,０４５万４,０００円の財源としての振興基金積立金２億円、５目財産管理費

１５節工事請負費で旧上対馬町庁舎解体工事３,６７５万円、７目企画費１５節工事請負費で旧

美津島町有線テレビ施設撤去工事５,６３０万円、１９節負担金補助及び交付金で生活交通バス

路線維持対策費補助金１,２７０万３,０００円、１１目定額給付費で定額給付金事業の事務費と

して２,４８４万３,０００円。１６ページをお願いいたします。定額給付金５億８,０２８万

８,０００円が主なものであります。

　３款民生費１項社会福祉費の１億３,７０４万５,０００円の増額は、５目老人福祉費１５節工

事請負費で養護老人ホームスプリンクラー設備工事２,４５７万円、２８節繰出金で各特別養護

老人ホームのスプリンクラー設備工事及び特殊建築物設備点検業務委託を行うための特別養護老

人ホーム特別会計操出金１億７０２万９,０００円が主なものであります。

　２項児童福祉費の３,７９９万４,０００円の増額は、１目児童福祉総務費で子育て応援特別手

当事業経費といたしまして事務費１５０万１,０００円、手当交付金２,５７４万円。

　２目児童福祉施設費で１８ページをお願いいたします。１８節備品購入費で施設備品、遊具購

入のための１,０４２万３,０００円が主なものであります。

　４款衛生費１項保健衛生費の１,５７４万円の増額は、１目保健衛生総務費１９節負担金補助

及び交付金で北厳原簡易水道地下水開発事業を行うための水道事業会計負担金６００万円、

２８節操出金で仁田診療所医師住宅購入のための診療所特別会計操出金６２４万円。

　２目予防費１１節需用費で新型インフルエンザ対策事業を行うための消耗品３５０万円が主な

ものであります。

　６款農林水産業費１項農業費の２,２３９万円の増額は５目農地費１５節工事請負費で若田地

区農道ほか２件、農道の維持補修工事を行うための１,４９４万４,０００円が主なものでありま

す。

　２０ページをお願いいたします。２項林業費の９,９０１万２,０００円の増額は２目林業振興

費１５節工事請負費で林道小茂田大平線のほか１０件、林道等の維持補修工事を行うための

９,５７４万１,０００円が主なものであります。

　３項水産業費の１億２,４８３万８,０００円の増額は、２目水産業振興費１９節負担金、補助
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及び交付金で漁協施設等整備事業補助金８,５８７万４,０００円、３目漁港管理費１５節工事請

負費で志多賀漁港ほか５件、漁港の維持補修工事を行うための８４１万２,０００円、４目漁港

建設費１５節工事請負費で漁港の整備工事を行うための２,３５０万円が主なものであります。

　２２ページをお願いいたします。７款商工費１項商工費の７,６２９万円の増額は、３目観光

費１５節工事請負費で美津島町太田浦海岸海水浴場簡易水洗トイレ整備工事、豊玉町烏帽子岳展

望場階段補修工事、峰町御前浜公園整備事業、上県町佐護湊浜海水浴場トイレ修繕事業、上対馬

町旧舟志小学校体験宿泊施設整備工事ほか各公園、温泉施設等１７件の維持補修工事３,３１２万

１,０００円、渚の湯木質バイオマス設備工事３,６８８万２,０００円が主なものであります。

　８款土木費２項道路橋梁費の１億２９６万１,０００円の増額は、２目道路維持費１５節工事

請負費で市道の維持補修工事を行うための９,２２１万１,０００円が主なものであります。

　２４ページをお願いします。

　３項河川費の１,５２１万２,０００円の増額は、２目河川維持費１５節工事請負費で河川の維

持補修工事を行うための１,５２１万２,０００円であります。

　４項港湾費は、さきの臨時議会で御決定をいただきましたジェットフォイル２便態勢にかかわ

ります整備事業費の財源内訳の変更をいたしております。

　６項住宅費の４,０６４万８,０００円の増額は、１目住宅管理費１５節工事請負費で市営住宅

補修工事等を行うための４,０５３万７,０００円が主なものであります。

　９款消防費１項消防費の１,６６８万３,０００円の増額は、３目消防施設費１５節工事請負費

で消防格納庫改修工事等を行うための１,３４０万８,０００円が主なものであります。

　１０款教育費、２６ページをお願いいたします。５項社会教育費の２,２４８万３,０００円の

増額は、１目社会教育総務費１３節委託料で、仮称ではございますが、対馬藩「国交回復歴史物

語」製作事業委託料１,０００万円、３目文化財保護費１５節工事請負費で文化財看板、標柱設

置工事９００万円が主なものであります。

　６項保健体育費の９３４万８,０００円の増額は、２目体育施設費１５節工事請負費で各施設

の維持補修工事を行うための９３４万８,０００円であります。

　次に、歳入でありますが、１０ページをお願いいたします。１０款地方交付税１項地方交付税

は、普通交付税を７,７５８万７,０００円増額いたしております。

　１２款分担金及び負担金１項分担金は、農林道整備事業と漁港整備事業の分担金を８０万

８,０００円増額いたしております。

　１４款国庫支出金２項国庫補助金は、地域活性化・生活対策臨時交付金として８億２,９６４万

７,０００円、定額給付金関連補助金として６億５１３万１,０００円、子育て応援特別手当関連

交付金として２,７２４万１,０００円を増額いたしております。



- 10 -

　１５款県支出金２項県補助金は、老人福祉施設スプリンクラー設備緊急整備事業補助金として

２,１４９万２,０００円、１２ページをお願いいたします、漁港施設等整備事業補助金

７,０８４万５,０００円、ジェットフォイル２便態勢にかかわります整備事業への補助金であり

ます、運行基盤緊急整備事業補助金１,９００万円を増額いたしております。

　以上で提案理由の御説明を終わります。よろしく御審議のうえ、御決定賜りますようお願いい

たします。

○議長（波田　政和君）  これから質疑を行います。１７番、上野洋次郎君。

○議員（１７番　上野洋次郎君）  定額給付金について何点かお尋ねいたします。

　１５ページの賃金の、これは臨時職員の賃金だと思いますけども、７７５万２,０００円計上

されておりますけれども、この臨時職員の人員とは何名ぐらい採用されるのか、それと期間はど

れぐらいなのかということと、それと市長、この定額給付金を使って、今各県下の自治体でも、

特典付きの商品券とかそういうことが行われております。議会でも通ったという話を聞きますけ

ども、そういうお考えがあるのかないのか、ちょっとその２点をお伺いいたします。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  最初の、賃金の期間と人員につきましては詳細について私の方からは申

し上げません。担当部長のほうから述べさせます。

　２点目のプレミアつきの商品券等の話が出ました。定額、この給付金プラスアルファの話の部

分ですけども、これについては定額給付金と一体というわけではなくて、ある意味、同じ時期、

極力同じ時期に物事を組み立てたいという思いはございます。それは商工会の方とタイアップし、

商工会の方に、１万円券であれば１万１,０００円分の商品券が発行できるような形で、１０％

増しの分をこちらで見たいというふうな考えは持っておるところでございます。

　１点目につきましては、担当部長から。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  上野議員の質問にお答えします。

　定額給付金におけます賃金でございますけど、延べ３４名を２カ月程度雇用したいと考えてお

ります。

○議長（波田　政和君）  １７番、上野洋次郎君。

○議員（１７番　上野洋次郎君）  まず、職員のことを再度お尋ねいたしますけども、３４名、

２カ月ということですけども、この分は各地域活性化センターで配分するのか、その人員をです

ね、ということと、それと、今市長からありましたプレミア付きの商品券ですか、そういうこと

も考えておられるということを聞いて私も安心したわけなんですけども、この定額給付金を使っ

て、やっぱり幾らかの分は景気対策として地元で消費していただくと、それとまたお店の方々も
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幾らか潤うということを考えれば、私は、当然やってもらいたいなと思っておりました。

　その中で、今市長のお話では、例えば１万円券で１万１,０００円プレミア付きで発行すると、

その１０％の分を新聞等で見たら、例えば、全額市が負担するところもありますし、あるいは

４分の３を市が負担する、あるいは２％ぐらいはお店の方で持ってもらうと、いろいろあります

けども、私は、できればもう１０％の分を市独自でやってもらったほうが、やるならそちらがい

いんじゃないかと思うわけですけども、そこのところはどう考えてありますか。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  １０％分につきましては、市は、満額、市のほうで負担をしたいという

ふうに考えております。あと、ごたごたとした事務的な部分が商工会の方も出てくると思います

けども、それらについては商工会等で考えていただきたいなというふうには思いますが、基本的

には消費者の皆さんに渡る段階の割り増し部分については、市が持ちたいというふうな考え方で

今進んでおるところであります。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  今回の定額給付金の事務につきましては、既に１月に総務企画

部を中心に、各活性化センターの職員を始め１４名で推進事務局を設置いたしております。

　今、先ほど御説明申し上げました臨時雇用の賃金につきましても、今まだ事務の精査をしてお

る段階で、どの地域でどういう人間がいるかっていうのまで把握できておりません。できれば各

地域で雇用、事務が煩雑化すれば、その地域で対応していくことになると思いますが、詳細につ

きましては、ただいまのところ３４名で雇うということで、本庁に置くのか、各センターに配置

していくのかにつきましては、事務量の把握の段階後に精査をしていきたいと思っておりますの

で、御理解をいただきたいと思います。

○議長（波田　政和君）  ほかに。４番、小宮教義君。

○議員（４番　小宮　教義君）  何点かお尋ねしますけれども、まず、資料の請求がちょっとある

んですけども、今回は、先ほど市長が申しましたように、国の２次補正、これで地域活性化・生

活対策臨時交付金、それと定額給付の２本柱が主な補正の要素になっとるわけですが、まず、資

料の請求を４点ほどお願いしたいと思います。

　ページで言いますと１５ページ、ここに振興基金の積立金というのがございます。これ今回の

振興基金の積み立てていうのは普通の基金ではございませんで、今回はこれしか基金の積み立て

の要素がないわけですが、臨時交付金の３割以下というふうな規定の中での２億円だと思ってお

りますけども、この２億円の内訳、先ほど部長のほうからはこれについては次の２１年度予算の

折に説明をするということですが、今回の基金は普通の基金と違いますから、先ほど申しました

ように、この内訳もはっきりしておるわけです。２億円の内訳もですね。まず、この２億円基金
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の内訳をひとつですね。

　それと、金額は１６億を超えるという非常な大きい金額なんで、予算書だけではなかなか把握

できないわけでございますが、次のページ２１、林業費がございます。これの維持補修工事に約

１億が計上されておりますが、まずこれの内訳。と申しますのは場所及び金額についてですね。

　それと、次のページでございますが２３ページ。観光費がございます。これの先ほど説明がご

ざいましたが、この工事請負費約４,０００万ほどございますが、１７件あるということでござ

いますが、この辺の内訳もひとつ。

　それと、その下段の備品購入費、これが上のほう、庁用器具費ですかね、約４００万ございま

すが、これの内訳。

　それと、同じページの土木費でございますが、工事請負費、これも約１億ございますが、これ

の内容、内訳ですね。結構大きい金額でですね、ここに書いてあるだけでなかなか私どもは理解

しがたいんですよ。まあ、事前にいただければ助かったんですけれども、その資料の請求をひと

つですね。それが資料の請求の件でございますね。

　それと、何点か質疑をさせていただきますが、さっき定額給付金の話の中で商品券の考えがご

ざいました。市長、先ほどあいさつの中でも、地域のために商品券を発行したいと、先ほどのお

話でも、かかる分については負担をしたいというふうなお話でございましたが、どこの議会にお

いても商品券を扱うときには、今回の定額給付金と重ねて補正予算組むんですよね。この前の島

原市もそうですし、長崎市もそうです。佐世保市もそうです。この給付金とあわせて一緒にそう

いう商品券の予算づけもするんですよ。なぜかというとですね、次の議会で、先ほど言われまし

た基金の中からの拠出になるんでしょうが、次の議会が終わるっていうことはもう４月に入るん

ですよ。それから物事をしなければいけないので、ほかの市町村については、この時期に一緒に

やるというのが効果的なんですよ。

　今回は後でするということですけども、なぜ後になったのか、なぜ同時にスタートできなかっ

たのかということですね。

　それと、ページの２７ページ。これは社会教育費ですね。対馬藩「国交回復歴史物語」製作事

業委託というふうな形が載っていますが、金額が何と１,０００万なんですけれども、これは何

の物語なのかと思うんですがね。あのサザンオールスターズの「チャコの海岸物語」は私もわか

っとるんですよ。そして、下村湖人の「次郎物語」も皆さん、御存知だと思うんですが、この物

語で、今１００年に１回という未曾有の危機に陥っているこの対馬、世界もそうですけども、こ

の対馬の人がこの物語で飯が食えるんですかね。これはどういう物語でありどういう事業なのか、

この御説明をしていただきたい。

　それと、先ほどの資料の請求の中で２３ページの庁用器具の分、これについては資料の請求い



- 13 -

たしましたけども、金額は４００万と少のうございますんで、まずこの内訳をその場において御

説明をお願いしたいと思います。

　以上です。

○議長（波田　政和君）  ４番議員にですね、ちょっとお伺いしますが、資料は、きょう採決しま

すので、資料がそろわない場合どうしますか。

○議員（４番　小宮　教義君）  時間延長でやるように打ち合わせでなってるのではないですか。

○議長（波田　政和君）  その場でということですね。はい。

　副市長、大浦義光君、どうぞ。

○副市長（大浦　義光君）  資料の請求につきましては、私のほうから御説明したいと思います。

　この資料につきましては、確かに事業数が多いですから、一斉に出すことによってこの議会が

スムーズに進むということをよく理解をいたしています。議会運営委員会の中でもこのことを協

議をしました。こちらとしては口頭で時間をとってでも説明したいということで、議会運営委員

会の理解を得ておりますので、今小宮議員が言われたその内容につきましては、担当部長のほう

から説明をさせて、資料につきましては今回は提出は避けたいというふうに思っておりますので、

よろしくお願いいたします。（「いいですか」と呼ぶ者あり）

○議長（波田　政和君）  質問ですか。（「今の分について」と呼ぶ者あり）

　暫時休憩します。

午前10時39分休憩

⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯

午前10時39分再開

○議長（波田　政和君）  再開します。

　今、大浦副市長が質疑に対して資料と説明をするということではだめなんですか。１件１件い

いそうですけど。

○議員（４番　小宮　教義君）  だから、これだけの物件数ですから、皆さんが聞いてわかるよう

であればいいですけども、皆さんほとんどわからないんじゃないですかね。どこにどういうふう

なインフラ整備をしているのか。１６６件もあるんですよ、物件数が。その分の一覧表だけもら

えばいいじゃないですか。どこに何があるかわかるんで、今後も対処しやすいじゃないですか。

どこに行って何をしよるかわからんじゃ、議員の立場もないんじゃないですかね。１６億を超え

る予算ですからね。

○議長（波田　政和君）  はい、ちょっと暫時休憩します。

午前10時40分休憩

⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯
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午前10時45分再開

○議長（波田　政和君）  再開します。

　総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  定額給付金について御説明いたします。

　議員の御質問は定額給付金と市が２１年度に考えています、いわゆる地域振興券の同時ができ

ないかということでございますけど、今市として成立しておりますのは、定額給付金は定額給付

金で出そうと、そして、いわゆる地域振興券については補助をしようと、それについては商工会

にお願いしようと考えているわけですが、定額給付金の、今のところの支払いの可能性でござい

ますが、事務整理をいたしまして、現在まだ予算の関連法案が通ってませんもんですから、事務

費の執行については国の方から認められておりますが、いわゆる定額給付金を支出することにつ

きましては、関連法案成立後になります。それを含みましても、準備に非常な期間を要するとい

うことで、現在考えてますのが、３月の、できれば２３日以降にどうかして年度内に定額給付金

が支給できないかということで、準備を進めようといたしております。そういたしますと、４月

１日からの、考えております４月からの、いわゆる地域振興券とほぼ同時期になるのかなあと考

えております。

○議長（波田　政和君）  観光物産推進本部長、廣田宗雄君。

○観光物産推進本部長（廣田　宗雄君）  議員御質問の観光費の備品購入費の庁用器具の予算でご

ざいますが、福岡事務所用のカウンター及びテレビ並びにＤＶＤプレイヤー、それと物産用の冷

凍ショーケース並びにテント及び机等の購入を予定をしております。

○議長（波田　政和君）  ４番、小宮教義君。

○議員（４番　小宮　教義君）  先ほどの商品券のやつですね、国の法案が通れば、先ほど、３月

２４日、４月１日からは定額給付金は行いたいという話ですよね。私が先ほど申しましたのは、

じゃ、４月１日付からするということであれば、商品券はすぐ対応できるんですか。４月１日付

から。というのは、３月いっぱいが議会ですよ、ほぼ。それが終わってから作業するだけでもす

ぐ１カ月かかるんですよ。商品券つくらんといかんのだから。そうすると、４月１日付から給付

金が支給されて、１カ月後に商品券ということになるんじゃないんですか。非常に効果が薄くな

るじゃないですか。それを私は申し上げとるんですよ。そのような考えはどうなのかということ

ですよ。それがひとつですね。

　それと、先ほど、備品は福岡事務所の備品なんですか、これは。福岡事務所の備品（「そうで

す」と呼ぶ者あり）これは場所はどこなんですか、今度事務所を設けられるんでしょ、そこに運

ぶやつなんですか。そこに運ぶやつなんですね。（「はい」と呼ぶ者あり）その運ぶというけど

も、まだ場所はあれじゃないんですか、家賃も決まっとらんし、そこに入る建物の契約もしてな
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いし、今後の事業計画も北部九州を主にやるというんだから、その事業計画もまだ議会に説明が

ないじゃないですか。極端に言うと、物を運ぶのにアパートの契約もせずに物を買いますか。昔、

土木業者はよく、自分がとる工事がほぼ目安がつけば、そこにプレハブ建てよったんですよ、事

前に。重機も入れて。それと一緒じゃないですか。そう思いません。これは逆ですよ。事務所の

予算づけが終わってから、初めて物を買うんじゃないんですか。逆じゃないんですか。常識的に

考えてその辺もひとつお願いします。

　それと、先ほどのこれの説明はございませんでしたので、歴史何とか物語の、対馬の人がこれ

で飯食えるのか、食えないのか、その分の説明をひとつ。

○議長（波田　政和君）  教育長、河合徹君。

○教育長（河合　　徹君）  じゃ、私のほうから。これはジェームス三木氏に脚本を依頼して、対

馬藩を題材にしたミュージカルをつくってもらいまして、そしてそれを劇団わらび座で上演して

もらいまして、対馬への理解を深めてもらおうという、そういう趣旨でございます。簡単に申し

ますと。

　これで食えるかと言われるとなかなか辛いとこなんですけれども、結果的には対馬に観光客の

方もおいでになる、対馬の人も都会で生活をしてる人たちも、対馬に対して誇りを持ってもらえ

るんじゃないかというような趣旨でございます。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  教育長の答弁に補足します。

　今回の２次補正、国の大きな目標にしているところは、地域成長力の強化ということをまず第

１に挙げております。それから、地域生活基盤の確保というのが第２点目で、第３点目が低炭素

社会作り等の環境保全という大きな３つの題目を挙げております。そういう中で、地域のインフ

ラ等の整備等もさることながら、将来の成長産業、成長を促していくために一助となるものであ

れば、それも認められてるというふうな判断の中で、先ほどのようなソフト、今回全体でソフト

事業が約１５％ぐらい入っております。その中の一環というふうに御理解をいただければと思い

ます。

　御質問であります福岡事務所関連の庁用備品関係でございますが、これにつきましては、何も

決まってないじゃないかというお話でございますが、現段階においては諸岡のほうで物事を進め

ていこうということで話を進めておるところでありまして、４月以降の金額につきましては、当

初予算で計上をさせていただこうというふうに考えております。それが前後するからという、お

かしいじゃないかという御指摘でございますが、今現在も借りておるわけでございまして、その

あたりが前後するというふうには私は考えてはおりません。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。
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○総務企画部長（永尾　榮啓君）  先ほどの定額給付金と商品券の考え方でございますが、議員言

われるように確かに商品券に係る分につきましては、２１年度当初予算という考え方を持ってお

ります。

　この事業につきましては、今組み立てに既に入っておりますけど、商工会の方にお願いしなが

ら財源的には補助金というか委託料で支出したいと考えております。

　既にもろもろの考え方については、商工会の方と詰めをいたしておりますが、議員言われます

ように４月１日の実施についてはなかなか難しいなあと考えております。その分については、今

後商工会と協議しながら早急な手立てができるように進めていきたいと思います。

　こういうことに考え方が２つに分かれましたのは、定額給付金につきましても、国の予算の状

況を見ながら進めているわけでございますけど、いつから支給できるかわからないという考えの

もと、今回国のほうが事務費については仮に国の関連法案が通らなくても責任を持ちますよとい

うことがございましたものですから、その定額給付金も合わせて今回予算を計上させていただい

ております。

　先ほど申しましたように、国の考え方であります年度内の支給ということを前提に、今事務を

進めておりますので、先ほど申しました３月末というのはあくまで目標でございまして、それに

向かっていく所存ではございますが、そういう関連で今回定額給付金については、本年度の６号

補正で、商品券につきましては新年度の、２１年度の当初予算という計上させていただいてます。

御理解をお願いしたいと思います。

○議長（波田　政和君）  ４番、小宮教義君、４番、最後、よろしくお願いします。

○議員（４番　小宮　教義君）  最後の分、商品券の問題ですけど、４月１日からなると非常に同

時スタートは難しいんじゃないかというお話ですよね。まあ、それは仕方ない、今回計上してな

いんですからね。しかし、市長には専決処分というのがございますんで、ある程度話が、国のほ

うの予算も流れてスムーズに、その時点において、まあ金額にすれば２,０００万か３,０００万

でしょう。その時点において専決でですね、ぜひ対応していただきたいと思います。

　それと、国交回復歴史物語ですか、これはジェームス三木さんていわれると、あの有名なあの

人なんですねえ。そこでミュージカルをするために脚本をお願いするということなんですか。あ

あ、そりゃ、すばらしいことですねえ。が、しかしですよ、よろしいですか、すばらしいが、何

度も言いますけどね、１００年に１回の未曾有の危機ですよ。未曾有の危機で、まあ、ミュージ

カルもいいでしょうけどね、こういう危機ならば、これあとでもいいじゃないですか、別に、こ

ういうのは、安定してから、社会が。そうすると見に行く人も喜んで手をたたくわけですよ。こ

んな厳しい中ですね、見に行く人も少ないですよ。それで、すばらしい案であるけども、

１,０００万というお金かけるんですから。これ土木業界も大変ですよ。１,０００万の公共費用
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が出せるわけですから、これで。というのは、今回は市の単独事業については、全額ですよ。全

額この臨時対策交付金で、臨時交付金で対応できるようになっとるんですから。こういうミュー

ジカルもいいが、しかし、１,０００万あれば公共工事を出せば、２業者、３業者が助かるんで

すよ、今。そういう未曾有の危機にあるんです、今は、この対馬は。ミュージカルもいいが。今

度２１年度の予算もあるでしょうが、極力、公共事業、インフラの整備に充てていただくように

お願いしたいと思います。

　それと福岡事務所の件、今どこに事務所があると言われましたかね。仮事務所は。（「諸岡」

と呼ぶ者あり）諸岡、その諸岡にこのショーケースや何や４００万の品物が入るんですか。入る

んですか、仮事務所にそのまま入れるんですか。４,０００万の小さい事務所は見たことないけ

ども、私どもが政務調査で板付の方に行ったんですが、予定地を見に行きました、政務調査で。

その場所とは違うんですね。板付何丁目とか言ってましたが。（「違います」と呼ぶ者あり）違

うんですね。じゃ、お尋ねするが今の諸岡の仮事務所の所有者はだれなんですか。市長と関係あ

る方じゃないんですか。どうなんですか。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  私と関係ある方かとおっしゃられましたが、私以上に、質問された議員

さんとも関係ある方でございます。ちなみに、確かに関係者、親戚ではあります。

　そして私、当初に言いましたように福岡対馬会の方々の協力を皆さんがしていきたいという形

でお話をいただいて、この問題は始まっております。そういう中で通常の不動産取引ですかね、

それよりも低廉な形で価格設定もしていただくというようなことで、今仮事務所といいますか、

諸岡の方に置いております。それを、できれば本事務所という形にやっていきたいなとは現段階

では思っておるところであります。

○議長（波田　政和君）  観光物産推進本部長、廣田宗雄君。

○観光物産推進本部長（廣田　宗雄君）  今回、契約をいたしておりますのは、株式会社アルフ

ァービジョン、代表の中村祥文氏と現在契約をいたしております。

○議員（４番　小宮　教義君）  最後に。いいですか。

○議長（波田　政和君）  それじゃ、もう、答弁させませんよ。

○議員（４番　小宮　教義君）  はい。

○議長（波田　政和君）  どうぞ。

○議員（４番　小宮　教義君）  私ども、場所を政務調査で見に行ったと言いましたが、その場所

じゃないということですね。それは確認できるんですね。

　じゃ、諸岡という今の事務所に４００万のショーケースなんか置くわけですよね。そう考えて

いいんでしょ。先ほど置くて言われたんだから、そこに置くんでしょう。その４００万の買った
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物を。どういう事務所かわからんけども。しかし、その事務所は、多分、現地は見てないけど、

諸岡ということであれば、さらに駅から、博多駅とか天神から外れてますよね。非常に外れてる

んですよ。場所は地理的に確認しましたが。先ほど市長言われたけども、福岡対馬人会とも協力

をしてということ話をされましたね。しかし、この仮設事務所においては、対馬人会とは協議さ

れてないというふうに私は聞いてます。一切協議してないと。以前の私どもの産業常任委員会の

ときに、部長のほうからですね、そのとき課長でしたかね。協議をしたのかと、対馬人会が望む

ように協議をしたのかというお尋ねのときに、胸を張って、協議をしてないと言われましたよね。

その記憶新しいと思いますよ、まだ。それで、もし事務所をつくるとすれば、北部九州をやると

すれば、やはり天神か博多駅か、あの辺でなければ、今のところなんか駅からでも２０分、

３０分かかりますよ、タクシーで。そういうところにだれが行きますか。それよりも、博多駅、

天神、この近くに、その諸岡にあるやつを移すように、そしてその対馬人会とよく相談をされて、

場所の、再度考えていただくように。

　以上。

○議長（波田　政和君）  暫時休憩します。再開は１５分から。

午前11時03分休憩

⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯

午前11時15分再開

○議長（波田　政和君）  再開します。

　ほかに質疑ありませんか。２番、堀江政武君。

○議員（２番　堀江　政武君）  補正６号につきまして３点ほどちょっとお尋ねをしたいと思いま

すが。

　１９ページ、この農業費の中の１３節委託料で甘藷作付モデル団地設置委託料というのが組ま

れておりますが、これをもう少し詳しくお話をしていただきたいと思います。また、下に機械器

具費で３５０万ほどありますが、これも関連の給付かなとは思いますが、この辺もお願いしたい

と思います。

　それから２１ページ、水産業費の中の１９節負担金補助及び交付金で約９,０００万ぐらい漁

協施設等整備事業補助金があります。これはどこにどういう施設ができているのか、これも説明

をお願いをしたいと思います。

　もう１点、２３ページの商工費の中の工事請負費、渚の湯木質バイオマス設備工事というのが

３,６００万ぐらい補正されておりますので、この辺を詳しく説明をお願いしたいと思います。

　そして、先ほどお話があっておりました対馬藩国交回復歴史物語制作事業のことですが、こう

いう対馬を宣伝することにつきましては、大いにやっていただいて、対馬を宣伝していただきた



- 19 -

いと思います。

　以上で、ちょっと説明をお願いいたします。

○議長（波田　政和君）  農林水産部長、川本治源君。

○農林水産部長（川本　治源君）  ただいまの甘藷作付モデル団地設置委託料の件でございますが、

美津島の島山地区にサツマイモのモデル圃場を６０アールを設置するようにしておりますが、そ

の圃場を守るためにワイヤーメッシュ柵を１,０００メートル設置するものでございます。この

圃場でサツマイモを作付をいたしまして、せんそば、ろくべー、芋焼酎などの特産品化を図るも

のでございます。このことでサツマイモの生産促進によります農家所得の向上と、あわせまして

耕作放棄地の解消につながればと考えております。

　２点目の漁協施設等整備事業補助金でございますが、これは佐須奈漁協と豊玉町漁協の狩尾地

区の製氷施設整備事業費の補助金でございます。規模でございますが、佐須奈漁協が製氷３トン、

貯氷５トン、狩尾地区の製氷施設が、製氷４トン、貯氷６トンの規模でございます。

　以上でございます。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  ２３ページの渚の湯木質バイオマスについて私のほうからお答

えをいたします。

　この件につきましては、１８年から３年ぐらい対馬市では新エネルギーの検討をしてまいりま

した。その中で、市が保有しています渚の湯、ほたるの湯、温水プール等木質バイオマスにかえ

たときの燃料費の削減効果という部分が検討され、さらに対馬での、いわゆる島の８９％を占め

る森林資源の活用ということで検討がなされております。その当時の燃油料が渚の湯が一番高か

ったわけですが、７６８万２,０００円程度燃料を使っております。仮にチップの単価をトン当

たり５,０００円で計算したときの燃料費の減が５８０万ぐらい減額になると。さらに、もう

１点は、チップがトン当たり１万５,０００円でも２３０万程度の燃料費の減になるということ

を試算いたしました。そういう関連がございまして、今回一番燃料費が高い渚の湯に木質のバイ

オマスの設備をして、いわゆる燃料費を浮かそう、それと島の木材を使っていきたいということ

で、今回計画をさせていただきました。

　以上でございます。

○議長（波田　政和君）  ２番、堀江政武君。

○議員（２番　堀江　政武君）  このサツマイモの団地について、モデル団地についてであります

が、これ新しいイモか何か特別に仕入れて栽培するとかなと思っておりました。これ新しい品種

じゃないんですよね。ろくべーは対馬の代表の食べ物ですから、大量に生産をしまして、全島に

広げていただいて農家の収入に、農協と協議しながら広げていただければいいと思いますが、先
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日、今年は何かせんだんごがたくさんとれて売れないんですよと、きのう、おとといでしたかね、

いう話を聞いておりますので、ちょっとだぶついているのかなあという気がしますが、何せせん

だんごは、サツマイモのせんだんごはつくりやすいので、農協や市が協力して市場を広げて農家

の収入に、収入を広げていただきたいと思いますが、まず、販売ですよね。先ほど福岡事務所の

話がありましたけど、そういう福岡事務所の方々が内地のほうで宣伝していただいて、たくさん

消費できるように、対馬からどんどん出せるように、ぜひ農協と協議をして検討していただきた

いと思います。

　以上です。

○議長（波田　政和君）  よろしいですか。

○議員（２番　堀江　政武君）  はい。

○議長（波田　政和君）  ２２番、中原康博君。

○議員（２２番　中原　康博君）  まず、１５ページの上対馬庁舎の解体工事が総務文教の委員長

報告でもありましたけれども、やっと５年ぶりに、合併して５年ですね、やっと解体工事の予算

がつきまして、安心をいたしております。２年前にも旧庁舎の中に入らせていただきまして、旧

備品を見せていただきました。市長、旧庁舎の備品、中の使われてない分、見てありますかね。

２年前と、今回も行きましたけど、全く、競売にかけてあるということでしたけれども、売りに

出されてあるということでしたけれども、そんなに２年前と変わっておりませんでしたね。減っ

ておりませんでした、備品がですね。全く売れてない状況であるようにあります。せっかく解体

をされるなら、あれを捨てるばっかりではちょっと物に対して気の毒なように見えますので、庁

舎内で使う、再度見直していただき、使える物は使っていただき、あとの物は社会福祉の団体で

すね、作業台なり、かなり事務机ありますよ。再度見直していただきたいと思います。

　それと、工事請負費の美津島の有線テレビの施設の撤去、５,６３０万円。どのようなところ

を撤去していかれるのかお尋ねをしたいと思います。

　それと、先ほどの総務部長の答弁で渚の湯の木質バイオマス設備工事、約２３０万ぐらい減に

なるように試算をされてあるそうですが、そういったデータを、後日でいいですから出していた

だきたいと思います。やはり３,６８０万かかるわけですから、どのような、そしてまた工事を

やっていかれるのか、メーカーの選定なりできておるのか、わかれば教えていただきたいと思い

ます。

　そして、２５ページの工事請負費の市営住宅の解体工事、これはどこでしょうかね。これも教

えていただきたいと思います。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  私のほうから、まず美津島の撤去でございますが、当時設置され
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ておりました幹線、そして分配線、各家庭の引き込み線、それと光ケーブルと２８万８,０００メー

トルぐらいの電線の撤去、それと美津島町時代につくられました自営柱ですね、９２５本の撤去、

それとＮＴＴ、九電等に共架させていただいてます部分の２,７５５本程度の撤去をしたいと。

それによりましてＮＴＴとか九電に支払ってます共架料を減額していきたいというふうに考えて

おります。

　それと、もう１点のバイオマスにつきましては、策定しました当時、２０年の２月に策定した

と思いますが、その当時議員の皆様にも配付をしたんじゃないかなと。現物ちょっとお借りしま

す。表紙がこういう形の分でございますが、２０年の２月に木質バイオマスの熱利用、廃食油の

ＢＤＦ化等の調査以前の報告をさせていただいております。４４ページにその部分が載っており

ますので、その点ごらんいただければと思っております。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  上対馬庁舎、旧庁舎ですね、の備品の件が出でました。私自身３年ほど

前に職員の時代に、まさしく使える物ないかなという思いで、以前案内してもらって中を見てお

ります。今中原議員さんがおっしゃられるように机等がいっぱい乱雑に置かれてる状況、恐らく

その後何も動いてないんだろうなというふうに今も思い浮かべました。

　議員さんおっしゃられるように、まず、私ども役所のほうが、再度使える物がないかどうかチ

ェックし、そして市民の皆さん方がいろんなＮＰＯ活動等で使える物であれば、また使っていた

だければいいと思いますし、またさらに、それでも、あるという状況であれば、処分の方法も多

くの方々に開示していきたいというふうに思います。そのことによって、恐らく工事撤去費も落

ちると思いますので、努めますので。

○議長（波田　政和君）  建設部長、川上司君。

○建設部長（川上　　司君）  住宅の解体につきましては厳原管内でございまして、久和、納言、

経塚、豆酘を予定しておりまして、４団地で８棟の２２戸を解体の予定をいたしております。

○議長（波田　政和君）  ２２番、中原康博君。

○議員（２２番　中原　康博君）  厳原の方なんですね。私、佐須奈かなと思うとったら、佐須奈

のあれは市営住宅ですかね。ロープが張られてですね、非常に見苦しいようになっておりますの

で、子供でも入ったら危ないと思いますので、そちらのほうも考えて予算づけをしていただきた

いなと思います。よろしくお願いします。

○議長（波田　政和君）  ７番、小宮政利君。

○議員（７番　小宮　政利君）  １点お尋ねをいたします。

　この２０年度、２１年度、第２次補正予算に漂流漂着物のクリーンアップ事業ということで、

市長は御存じだと思いますが、３億円の補正が組まれておると、この中で、１１６件の中にか何
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か、この部分に対しての、対馬市としての事業というのはこのページには載ってないようですが、

この中に織り込まれておるんですかね。

○議長（波田　政和君）  市民生活部長、近藤義則君。

○市民生活部長（近藤　義則君）  議員さんの質問にお答えしたいと思っております。

　漂流漂着ごみ対策の重点クリーンアップ事業というのが補正予算で充当されておりますけど、

これは国の直轄事業でありまして、市町村のほうが直接実施する事業でありませんので、国の方

に現在、対馬で２カ所、要望として上げている状態であります。３月の上旬ごろほぼ決定するで

あろうということで、先日環境省の方の係長から、見えられたときに状況を説明受けております。

　以上の状態です。

○議員（７番　小宮　政利君）  はい、わかりました。終わります。

○議長（波田　政和君）  ６番、三山幸男君。

○議員（６番　三山　幸男君）  先ほどの４番議員の質問の中で、福岡事務所の質問がありました

けれども、それに関連してお尋ねをいたします。

　９月の定例会の中で、私どもの産建に付託をされまして、そのときは諸岡に仮事務所を６カ月

間置くということで、説明は受けました。来年度以降、４月以降は板付に新しい事務所を開設の

予定だというお話でしたけども、先ほどの話では備品などを現在の諸岡の事務所に設置をすると

いうような答弁でしたけれども、来年度以降といいますか、４月以降は新しい事務所に移転をす

る考えはないのかどうか、それをまず１点。

　次に、子育て応援特別手当、これ２,５７４万円ありますけれども、現在対馬の経済状況の中

から、子供を育てる家庭はかなり負担が大きいと思うんです。どういうような応援手当をされる

のか、この内容をお願いをいたします。

　それと、２４ページ、教育費に関連をして、現在今年度まで美津島の給食センターだけが民間

委託でした。来年度以降は給食会へ統一をするということで、現在給食センターで従事する給食

婦の方といいますか、調理員の応募があってるということですけども、この辺について教育長に

詳しい説明をお願いをいたします。

　以上、３点お願いします。

○議長（波田　政和君）  観光物産推進本部長、廣田宗雄君。

○観光物産推進本部長（廣田　宗雄君）  三山議員さんの質問にお答えいたします。三山議員さん

言われますように、９月の補正予算の段階で現在の諸岡事務所、その後板付のほうにビルが改装

を兼ねて、そこに４０坪程度の事務所ができるという方向で進んでまいっております。

　その中で、今回備品購入を予定をしておりますのは、観光物産協会のほうにそれぞれアンケー

ト調査を業者の方にしていただいた結果、できれば４月のオープン前に、３月にイベントを打ち
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たいという要望が８社程度、今申し込みがあっております。その中で今回は諸岡事務所のほうが

約４０坪程度ございますので、今回予算づけをしております、それぞれ冷凍のショーケース等を

購入をいたしまして、諸岡事務所のほうに当分の間、３月いっぱいは置きたいと考えております。

　その中で、先ほど小宮議員の方からも質問がございましたが、福岡対馬会の方との協議はして

ないんじゃないかという部分のところもありますけども、１０月の段階で福岡対馬会の武末会長

さんと市長も同行していただきまして、事務所の設置につきましては当分仮事務所で、諸岡で設

置をしたいと、その後、先ほど申しましたように板付の方のビルが４０坪程度の事務所ができる

計画がございましたので、まだ最終的な決定はいたしておりませんが、その方向で、先ほど市長

も申しましたように、その方向で進めさせていただいております。

○福祉保健部長（扇　　照幸君）  子育て応援特別手当の説明をいたしたいと思います。

　この手当は２０年度限りの措置でありまして、第２子以降の子供で４歳から６歳までの子供

１人につき３万６,０００円が支給をされます。

　第２子以降の判定でございますが、１８歳以降の子供の中から年齢順に第１子、第２子という

ふうに数えていくことになっております。

　また、手当の対象となります４歳から６歳の子供とは、平成２１年の３月末時点の年齢で、生

年月日でいいますと平成１４年の４月２日から平成１７年の４月１日まで生まれの子供です。し

たがいまして、この手当は１８歳以下の子供が２人以上いて、なおかつ、第２子以降の子供に

４歳から６歳までの子供が必ず１人以上いると、いうことが要件になっております。

　以上でございます。

○議長（波田　政和君）  教育長、河合徹君。

○教育長（河合　　徹君）  じゃ、教育関係についての回答をさせていただきます。

　現在、美津島町の方の調理師及び運転業務の応募を行っているところであります。現在３０名

程度の応募があっております。今後またふえる可能性は十分にあります。一般公募という形でし

ております。まだ最終結果が出ておりませんので、この応募者のどこから応募されたかというの

はよくわかりませんけれども、厳原、それから美津島等周辺の町からも応募があっているという

ふうに聞いております。

　以上です。

○議長（波田　政和君）  ６番、三山幸男君。

○議員（６番　三山　幸男君）  まず、観光商工部の廣田本部長に再度お尋ねをいたします。

　では、当分の間は諸岡に置くということですね。それでいいですか。

○観光物産推進本部長（廣田　宗雄君）  ３月まで。

○議員（６番　三山　幸男君）  ３月まで。じゃ、新年度４月以降は板付に移転をするということ
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ですか。福岡事務所についてはですよ。私のほうですね、つしま２１会派で、板付の事務所にも

政務調査で行ったんです。で、そのときは工事中で、もちろんドアにもロックがされてまして、

中を見学させていただくことはできませんでした。当然、移るもんだということを見込んで政務

調査には行きました。でも、今の、さっきの説明の中では当分は諸岡で事務所を開設するような

お話でしたので、これは確認です。

　福祉保健部長に再度お尋ねをしますけれども、４歳から６歳児を対象に支援をする、これもう

少し、例えば４歳以下の子供たちについてもそういう同じようなことは考えてはなかったのかど

うか。また、第２子以降とか、第何子に限らず子供を持っている家庭と、あるいは親というのは

一緒だと思うんです。やはり厳しいときにこそ、こういうことで行政が手当をして少子化対策に

臨んでほしいなと思ってます。

　まず、その答弁をお願いをいたします。

　教育長、先ほど応募があってる、当然公募してるわけですから応募者あるわけですが、私が過

去何回か一般質問、あるいは議会の中で現在の美津島の給食センターで調理員として従事されて

いる方は、４月１日からは給食会へ統一されるということであれば、働いている人は日々不安を

抱えて仕事をしてるんですよと、あなた方は十分そのあたりの対応を検討してほしいと私は要望

したつもりなんです。現在給食に従事をされている方にお話を聞きましたら、教育委員会からは

具体的なそういうような説明なかったということですが、例えば、あなた方は３月でたけやと契

約打ち切って、あとは、たけやの職員ですから、たけやにどうこうというような話もなかったと

いう、私はそういう話を聞いてるんですけども。例えば、行政でできるかどうかわかりませんが、

たけやと３月いっぱいで契約を切れるなら、たけやに対して今、仕事をしている方はたけやが関

連するような会社で再雇用なり、再就職先はお願いできませんかと言ってもらうのも一つの行政

の、私は、立場からしたらそういうこともあってしかるべきじゃないかと思うんですが、その辺、

教育長、実際されたのか、されてないのか、そういう気持ちは、考え方なかったのかどうか、再

度お尋ねします。

○議長（波田　政和君）  暫時休憩します。

午前11時40分休憩

⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯

午前11時40分再開

○議長（波田　政和君）  再開します。

　教育長、河合徹君。

○教育長（河合　　徹君）  私のほうから答えさせていただきます。

　私どもは、たけやさんという会社という見方をしております。それで、会社のことについて、
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私どもが介入するというのはよろしくないんじゃないかと、いうような気持ちを持っておりまし

て、実はそういうふうに議員さんのほうから、どうかしてくれんかというようなお話もありまし

たが、そういう点について考慮してほしいという話もありましたけども、私どもとしては、最初

から一般公募して、たくさんの方にチャンスを与えたい。といいますのは、その従業員の方が全

部比田勝のほうにおいでになりまして、私どものほうにお話しになりまして、再雇用してほしい

ということでしたけども、そして、しかも、早く決めてほしいということでしたけども、実際

１０数名の方が今雇用されてるわけですが、うちの場合はそんなに雇用できません。それで、ま

ことに申しわけありませんけれども、全員を雇用するというわけにはいきませんし、私どもは、

公明正大に一般公募したいというお話をさせていただいております。

　それで、たけやさんのほうに別に、従業員の方をまた再雇用してほしいとかいうような話もし

ておりません。それは、そういうことに、できるだけ介入しないというような立場をとりました。

　確かに、たけやさんのほうで、あと、自衛隊の方でもやっておられるということですけれども、

自衛隊の方でも既にもう従業員の方で稼働しておりますので、私どもがお願いをしたとすれば、

その自衛隊で働いておられる方が、どなたかやめなくちゃいけないということになりますので、

私ども、私は、それはもうやめておこうというような決断をいたしました。

　それで、４月から、今、応募しておりますので、早い時点で、というよりは、できるだけ子供

さん、子供の給食に影響の出ないような形で決定をして、そして、もし、新しい方が入られたな

らば、講習会等を開いて、スムーズに４月から学校給食ができるようにしたいというふうに思っ

ております。

　以上です。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  福岡事務所の件で答弁させていただきます。

　先ほど、観光物産推進本部の廣田が申し上げました。３月末までという表現をしましたが、現

段階においては、仮事務所という考え方で物事は進めております。

　それと、政務調査で行かれたその場所というのは、当初、そういう予定でごさいましたけども、

向こうのアルファビジョンさんですかね、そちらの都合で、その、改装がどうしても必要だった

もんですから、その改装計画があるというお話で物事は進んでおりましたけども、急きょ、そこ

の改装はできないようになったという話になりまして、じゃあ、諸岡の方でいいんではないかと

いうふうな考え方に、そのとき至って、現在もそういうふうな状況でございます。

　基本的に、新年度において、そこで物事を進めていきたいというふうにずっと思ってはおりま

すが、先ほど４番議員のほうからも御質問が、そして、福岡対馬会の武末会長の方にも、諸岡に

ついて、それから板付についても、一応電話等で、そして、向こうで面談し話もさせていただい



- 26 -

て、納得をしていただいてるものというふうにこちらは思っておりましたが、巷間伝わるところ

では、そこはいろいろな問題があると、問題といいますか、何といいましょうかね、自分らは、

福岡対馬会が想定しているところではないと、使い方の目的が違うから、そのあたりが私は違う

んだろなと、認識の違いがある、理解の違いがあるんだろうなというふうに思っております。

　ところが、そういう中で、現時点においてですけども、対馬をこよなく愛してくれている人た

ちが、駅、博多駅周辺に、対馬の店を、飲食店ですけども、そういうのを出そうかという、今、

計画が詰まっているようなこともありまして、そういうのの状況を見ながら、もしかしたら、そ

ういう店がほんとで出すということになった場合、そことタイアップといいますか、物産等、そ

こにですね、が、していけば、していくのが最も効果的ではないかという判断になった場合は、

それについては変更をするやもしれませんが、現時点においては、その仮事務所をそのまま本事

務所という形で進めていこうというふうな状況です。

　正直言いまして、いろんなことが、こちらが動けば動くほど、さまざまな動きが、ありがたい

動きがたくさんあってるもんですから、そのあたり、若干流動的な部分もございまして、先ほど

本部長のような答弁になったかと思っております。どうか御容赦のほどよろしくお願いいたしま

す、御理解ください。

○議長（波田　政和君）  はい、福祉保健部長、扇照幸君。

○福祉保健部長（扇　　照幸君）  子育て応援特別手当ですが、この手当は定額給付金と同じで全

額国費でございます。

　その目的としましては、多子世帯の幼児教育費、といいますのは、就学前の３年間のその負担

に配慮するという観点から支給をされるものでありまして、先ほども申し上げましたように、

４歳、５歳、６歳という人が対象ということでございます。

○議長（波田　政和君）  ６番、三山幸男君。

○議員（６番　三山　幸男君）  福岡事務所の件は、市長の説明で、当初は仮事務所であったが、

当分の間は現在の事務所に置くということで理解していいですね。

　では、板付に、例えば４月以降移るといった会社とは、何ら契約とかそういう取り決めはない

わけでしょ。

○市長（財部　能成君）  はい。

○議員（６番　三山　幸男君）  で、あるならば、それで、例えば委員会としては、委員会の審査

の過程では、あくまでも１０月から３月までの間の仮事務所ということで私ども説明を受けて、

そのとおりに審査をしましたので、当然４月以降は新たな事務所に移るもんだというようなこと

を、委員長報告の中でも、私したと思ってますので、それであれば、もしほかに、そういういろ

んなもろもろのことがあって、よりいい場所があれば、そういう方向で進めばいいのではないか
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なと、私はそう思ってます。

　で、教育長、再度お尋ねします。

　私、二、三日前に、ある人と、その、給食で働いている方とお話をする機会がありした。前教

育長、前教育部長が、鶏知の給食センターを訪れた際ですよ、確かに、本来であれば１９年度か

ら学校給食会へ統一されるような話があったわけですね。で、たけやが、今までの契約よりは約

８００万円程度減額した見積もりを出した経緯があるわけ。で、それによって、市の方が、たけ

やと再契約をされたということはこれは事実なんですよ。そのときに、教育長の話で、教育長、

教育部長の話では、今働いている方々を引き続き雇用しますということを言われたということな

んです。私は、二、三日前、それ、その話は初めて聞きました。確認はしてません。給食で業務

をされている方から聞きました。

　で、教育長、今の、教育長、ちょっとこっち向いてくださいよ。でね、今、教育長が言われた

ように、透明公正で公募をするんだと、それは当然のことです。私も当然だと思っております。

ただ、ただですけども、例えばそこで働いている人を、３月で、例えば市の都合、たけやの都合

で解雇して、それで本当に公正だ、公平だと言えるんですかね。公募をして、みんなを平等に公

募をさせるということは、それはだれが見たって公平な見方です。でも、私どもや、さっき、私

も、あるいはほかの数人の議員も質問したと思いますけども、そういう人はみんな同じような気

持ちでそういうことを言ったと思うんですよ。で、もう現在の方針は変わらないでしょうから、

それはそのとおり公平公正にしてもらえばいい。でもね、そういうような、前教育長と現在の教

育長の見解が違うというのは、そういうことを思ってた方からしたら不信感が芽生えるわけです。

その辺、お考えがあれば再度答弁をお願いします。

○議長（波田　政和君）  教育長、河合徹君。

○教育長（河合　　徹君）  実はですね、１４名の方がおいでになったんですね。ただし、１４名

は、もう、できないわけです、もう、正直な話。だから、８名しか採らないわけですから。です

から、採りますと言ったと言われたとしても、あと６名の方はどちらにしろ採れないわけです。

結局、１４名再雇用というのは不可能なわけで。１４名すべての方に言われたかとは思うんです

が。しかし、私どもは、経費節減とか、給食センター、そういうふうな方式にするんだというこ

とで、そういうふうな計画のもとに進んでおりますので、それで全員を雇用することはできませ

んので、もう、そういう約束というのは、もしあったにしても、それは約束じゃないと私は思っ

たんです。１４名全部するなら、また話は別です、これが２０名とかなればですね。

　で、結局、８名の方を採用するにはどうしたらいいかというようなことで、先ほど申しました

ように、たけやの従業員の方がおいでになって、上対馬においでになって、話をされたそのすぐ

後に、投書が来まして、たけやさんの従業員の方がそのまま採用されるということを聞いたと、
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結局、その、教育委員会に来られたということを、そういうことで教育委員会に行ったらしいけ

れども、私たちにチャンスを与えてほしいと、私たちも市民であるというような投書をいただき

ました。

　もちろん私は、その前から、やはりきちんとした採用の仕方をすると、全員それはどうなるか

わかりませんけれども、私どもが、また改めてしっかり見させていただいて雇用するのが、子供

たちにとってベストではないかという考え方のもとに、私どもは、今、募集をかけているわけで

ございます。（発言する者あり）

○議長（波田　政和君）  昼食休憩します。開会は１時からです。

午前11時54分休憩

⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯

午後１時00分再開

○議長（波田　政和君）  再開します。

　報告いたします。大浦副市長から、午後からの別の会議出席のため、欠席の、早退の申し出が

あっております。

　また、午前中に要求がありました資料の提出は、各議員へ配付されておりますので、お知らせ

いたします。

　午前中に引き続き、質疑を続行いたします。

　１２番、宮原五男君。

○議員（１２番　宮原　五男君）  まず、三、四点質問したいと思いますが、まず最初は、渚の湯

のですね、このチップによるバイオマスですか、この件について一つお尋ねしたいと思います。

　これはですね、このチップですね、この機械は湯多里ランドで使ってる機械と一緒のような機

械になるわけですかね。それと、その、これはチップを使用するわけでしょう、燃料は。そのチ

ップは、どういうふうな供給の仕方をされておるかということと、そのチップはどこでつくって

あるのかということですね。

　それと、次に、この緊急対策の、インフラ対策の公共事業関係。（発言する者あり）はい。一

応、この補正で組んである予算を２１ページあたりに。この緊急対策で、公共事業はぜひ必要な

部門になりますね。これを、問題は、入札のあり方、入札執行のあり方について、ちょっと聞き

たいんですが。県が、指名競争入札を導入するというような意向も発表したということも聞いて

おりますし、市のほうで、今後入札執行に対しての取り組みをどのように考えてあるかというこ

とを、ちょっとお聞きしたいですね。

　それと、その緊急対策の、インフラ緊急対策もありますけど、それに対してのその事業内容も

ありますが、地域後継者の育成事業に対しての取り組み、やっぱり、今、植えつけをしとかなけ
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ればならない時期やろうと思いますし、第一次産業にしてもそうです。こういう補助金を、今、

国からの緊急補助金をいただいておりますので、今、やっぱり後継者育成に対しての取り組みを

必要とする時期じゃなかろうかなと思うわけですね。それについて答えていただきたいと思いま

す。

　以上、今のでよろしくお願いします。

○議長（波田　政和君）  総務部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  渚の湯の木質バイオマスの質問については、私のほうからお答

えします。

　今回、市が行おうとしてますのはボイラーの設置でありまして、いわゆるチップについては対

馬島内での分を利用しようということで、市自体でチップをつくるという考え方ではなくて、現

在対馬にありますチップを利用して渚の湯で使っていきたいという考え方の組み立て方をいたし

ております。

　施設自体はボイラーだけで、燃やすだけで、ですからそれまでに持ってくるチップについては、

町内のほうで調達をするという考え方の組み立てでございます。

○議長（波田　政和君）  副市長、齋藤勝行君。

○副市長（齋藤　勝行君）  今回の、この交付金事業につきましての、入札のあり方ということで

御質問があっております。

　委員長が、きょう、先ほど説明のとおり、昼から留守をされておりますので、私のほうから説

明いたしたいと思います。

　今回の、この臨時交付金の事業につきましては、数の多い、また、期間的にも限られておると

いう中におきまして、今回のこの事業につきましては、従来は制限つきの一般競争入札でやって

おりますが、今回のこの事業につきましてはランクがございまして、大きなものは別といたしま

して、ある程度以下のものにつきましては、指名競争入札ということで考えております。このこ

とにつきましても、地区割りをどうするのか、島と全部を一つにするのか、例えば区分けをする

なり、そういった分については現在検討いたしております。

　そういうことで、今回のこの事業に限っては、そういった方法をとっていきたいというふうに

考えております。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  ３点目の後継者育成対策について御質問がありました。

　今回のこの臨時交付金につきましては、あくまで、先ほど説明しましたが、地域の成長力の強

化、それから地域内の生活基盤の確保、低炭素社会づくり等の環境保全関係、この３つについて

メニューが組まれておるものでありまして、今、議員がおっしゃられました、ある意味、育成の
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部分ですね、これにつきましては、今県のほうも取りまとめておりますが、緊急雇用対策、それ

からもう一つ新しいメニューとしてふるさと雇用対策とかいうのがございます。そちらに、今、

手を１回挙げ、さらにまだ挙げていいよというふうな話も来たりしておりますので、実は、農林、

特に、農林水産部のほうに対しましては、こちらのほうから指示を出しておるところがあります。

というのは、漁業従事者等を、そこで雇用できないか、仮に３年間なら３年間ですね。そして、

１０人なり２０人なり雇い上げる。そのうち１割でも２割でも残っていただけるような施策を打

っていかんといかんのじゃないかというふうな、当然思いもございますし、農業に関しましては、

以前から小西議員もおっしゃってありましたが、遊休農地の解消のため、プラス、その、そこで

の作付から就農につなげていくというふうなことも、今組み立てて、手を挙げようとしている段

階でございまして、そこも忘れてはおりません。

○議長（波田　政和君）  はい、１２番、宮原五男君。

○議員（１２番　宮原　五男君）  まず、チップからいきましょうかね。

　この、今、言われるのは、ボイラーを設置しますよということですね。で、このボイラーは、

その湯多里ランドにあった２基を向こうに持っていくわけですか。新規で設置するわけですか。

新規ですね。それ、ちょっと待ってください。

　それで、このチップ、対馬は雑木がいっぱいありますので、このチップをどういうふうに経済

効果を生かすために使用するかという計画案がなされてるなら、その内容をちょっと説明してい

ただければなと思っております。

　それと、次に、公共事業ですね、この緊急事業ですね。これは指名競争入札の導入ということ

で、今、初めて聞いたわけですが、去年一般競争入札の中でピタリ賞が発生しておるのは御存じ

でしょうかね。それで、やっぱり、入札のあり方というものを、かなりこれは難しい問題が生じ

て、我々も１００条委員会もできた状態であるんですが、しかし、今後の、やっぱり景気回復の

見通しからいえば、これはやっぱり指名競争入札の導入は正しいかなという考え方は持っており

ますけど、やっぱり、このランクづけのあり方、入札の執行のあり方、ここをよく勉強されて、

皆さんから見た目で、いや、正当な方法というふうなやり方、まして、財部市政ができたわけで

すから、その財部市政という名のもとで行われる方式、そういう分野もかんがみた上で執行され

る必要が要るということです。まあ、委員長はきょう欠席ですからね、そこのところ委員長と話

をしたかったんですが、早退されたので、齋藤副市長に回答をお願いしますが、今後どのような

入札執行のあり方を考えてあるか聞かせていただきたいと思っております。

　それと、地域後継者の育成、これをやっぱり今真剣に考えんと厳しい時代やろうと思っており

ます。

　なぜかいうたら、今現在、若手が独自で耕作放棄地を開墾し、ソバづけをやっている例があり
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ます。しかしですね、私がいろいろ聞いて知っとる中で、農地の収入源が１ヘクタール１００万

以上超えなければ、経営状態が成り立たないというような内情も聞いております、ほかのところ

でですね。それと、ソバづけで裏作まで入れて、そこまで到達しないような状況ですよ。そうな

れば、おのずと壁にぶち当たって、これが断念せざるを得ないような状況になってきとるところ

もあります、ような、先の見通しがですね。やっぱりそういう分野に行政も入り込んでいただい

て、小さい部会部会を、こう、農林業、水産業の、こう、小さい部会を皆さんにつくっていただ

くような行政の指導のあり方をして、その若者がせっかく地域の特産品をつくって、それで生計

を立てて、なおかつ、ブランド化をする方向に進んでいってるわけですから。それを行政がやっ

ぱり角度をよく見られて、それに対しての助成の窓口があるなら、そういう分をしっかり勉強さ

れて、そこに、どの方向性をすればそれが幾らかの助けになるというような、そういう協力をし

ていただかないと、今せっかくやる気になって、そういうソバづくりを一生懸命自分たちでやっ

てるんですが、これが収入源にならない状態で、今ぶつかりつつあるということです。

　だから、市長も、そういう一次産業の後継者を見守るためには、やっぱり小さく振り分けた部

会をつくるように指導されて、その部会の意見を取り入れて、今後何を目的にしてしていくかと

いう、そういう指導のあり方も必要だと思いますけどね。そこのところを回答をお願いしますが。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  渚の湯の木質バイオマスのボイラーの件についてお答えをいた

します。

　市が、今回の渚の湯で木質バイオマスに取り組もうといたしましたのは、ここ近年、全世界的

に言われてます地球の温暖化、いわゆる化石燃料の使用の低減化の意味もございまして、今現在、

対馬では、議員御存じのように、湯多里ランドで指定管理者の米寿会が木質ボイラーで経営をな

されております。そういう対馬の木材の端材等、非常にまだまだ余っておると。そうすれば、当

時、研究しました当時、チップでトン当たり、先ほども言いましたけど５,０００円でいたしま

すと約５８０万ぐらい。それが、間伐材等チップにしますとトン当たり１万５,０００円ぐらい

するのかなという計算をいたしましても、２３０万ぐらい渚の湯の燃料がかかるということで、

今回取り組んでおりますのは、今現在でも端材等が余ってるという関係がございまして、そこら

辺を有効に使っていきたいと。今後、渚の湯でとりあえずやりますけど、ほかの施設で、もしや

るとなりまして、チップ等が足りなくなってくれば、できれば民間のほうに誘導いたしましてチ

ップ工場等を建設していただきたいなあというふうに考えております。今の段階では、今既存の

チップを使ってやっていきたいという考えでございます。

　それと、もう１点御質問の、湯多里ランドにあるボイラーを持っていくかということでござい

ますが、あのボイラーにつきましては、設置自体を米寿会がされておりますので、米寿会のもの
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だと思ってますので、今回渚の湯に設置しますのは、新しいボイラーを市として設置するという

ことで、湯多里ランドからのボイラーの移設ではございません。

　以上であります。

○議長（波田　政和君）  副市長、齋藤勝行君。

○副市長（齋藤　勝行君）  入札の件についてお答えいたします。

　今後の入札のあり方ということでございますが、これにつきましては、現在は制限付きの一般

競争入札ということで考えております。先ほど申しましたように、今回に限りましては、国の臨

時交付金を原資ということでございますので、緊急経済対策ということもございまして、一般競

争入札をするには余りにもちょっと時間がかかり過ぎかなというような部分もございます。

　また、中には、大きなＡランクの事業もございますが、これは数が限られております。ですか

ら、この分除きまして、残りにつきましては、先ほど申しましたように今回は指名競争入札。そ

れと同じく、また、小さな部分もございます。１３０万以下の事業等も結構あります。こういっ

た分につきましては、随契というようなことで、この３本立ての形で今回は考えておるところで

ございますが、今後の入札のあり方ということでございますが、現段階で私どもが考えておる分

につきましては、従来どおりの形を考えておりますが、また、市長が、それ以上のことの考えが

あれば、また、市長の方から答えていただきたいと思いますけども、当面はそういったふうなこ

とで考えております。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  入札執行の部分がありましたが、たまたま今年度２件、まあ、ぴったり

と言いましたか、先ほど、そういうのが出て、一昨年も２件出ております、２件、複数出ており

ます。どうしても今の入札でいった場合、１００分の１の確率ということになりますので、何社

もそこに参加をされてぴったりが出る可能性というのは、当然確率的に１００分の１はある、常

にですね、そういうふうに御理解をしていただきたいというふうに思います。ランダムであって

もそれは出るだろうと思います。

　それと、後継者対策の分ですが、農業を、先ほど、ソバということでお話がございました。確

かに農業というのが、低収益性の土地利用型という形で、うまく物事が進んできてない。それは、

対馬だけの問題ではなくて、全国的な問題でございます。農業に対する国策のあり方というもの

が、私は、ここに出ていると思っておりますし、今後自給率を、今４０％を高めていかなければ

いけないという施策に、国のほうも転換しようとしておられます。そうなるならば、この低収益

性というのを変えていくことは、当然国も考えていくというふうに思っております。経済の根本

の部分にかかわることですので、私ども地方自治体でそこに対して大きな高収益性を持たしてい

くというのはすごく難しい作業だというふうに、正直言って思っております。この農業に関しま
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してはですね。で、今後、そのためにも、先ほど言いましたように、仮に３年間なら３年間の賃

金雇用を、今の制度でできるならばそれをやって、その間に高収益のものにつなげていく、そう

いう農業のあり方を求めていくということが必要だと思っております。

　国の方も、以前は、１０数年前から認定農業者制度等導入し、面積等を広げながら、１人の耕

作面積を広げる中で高収益を求めて、ずっと来ておりますけども、それもきちんと育ってないと

いうふうな状況がある。これは、私は、やっぱり国の問題だというふうに思っておりますので、

私どもも、どうかして、今つくっているいろんな物が、向こうで、福岡、大阪等で、売れるよう

な状況をつくっていかなければいけない。それは、高い値段で買っていただけるような状況もつ

くらんといかんと思っております。

　で、実際、私自身出張等で行った際も、米にしても、佐護米にしても、実際向こうに持ってい

って食味をしていただき、そして、この５月に、こちらの言い値で買いましょうというような話

までいただいておる状況です。向こうがたたくんではなくて。ただし、そこには、一定の低農薬

とか、そのあたりの条件のもとで物事をやっていくという条件はあるものの、それをクリアして

いけば、今の、仮に佐護の周辺の環境であるならば、環境王国という一つの、何といいますか、

肩書を授けましょうというふうな交渉もしてきておるとこでありまして、いろんな物をつくって

いただき、高い値で買っていただけるように、今こちらも頑張っておりますし、で、その、今言

いましたのは米でございますが、これから先、ソバだ、いろんな物が、先ほどせんそばの話もあ

りましたけども、そういう物も、大阪のほうの宅配業者等に取り扱っていただきたいという思い

で動いたりもしております。私どもも、そういう動きも、片やしながら、そして農業従事者をふ

やしていくと、そして夢あるものにしていくと、それには私どもの力だけではなくて、国の施策

の、ある意味転換、そして、国民の食に対する考え方の転換というものも当然必要だと思ってお

ります。で、そちらに向けて一生懸命動いていく、そういう考えであります。

○議長（波田　政和君）  １２番、宮原五男君。

○議員（１２番　宮原　五男君）  バイオマスですがね、まず。既存のチップがあるということで

すが、これはどこにその既存のチップは用意してあるんですかね。あの、いや、ちょっと、後で、

もうこれが最後の質問になりますので、後で答えだけいただきますので。その、どこでチップ、

既存のチップを確保してあるのか、そういうところが、私は今わからないので、そういうとこを、

ちょっと後で答えてください。

　それで、そのチップが両方、その湯多里ランドと渚の湯で同じチップを使われるようにしてあ

るのか、その既存のチップがですね。もし、それで、その既存のチップで補えない場合は、チッ

プ工場なりを、施設をつくって、そこの中でチップをつくっていくような計画もあるという話で

すが、もし、その既存のチップはどれぐらいまで対応できるのか、そういう面も、答えだけでい
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いですので、答えだけを教えてください。

　次に、入札問題ですがね、今後は一般競争入札とありますが、今、市長の答弁の中で１００分

の１の確立がありますので、ピタリ賞が次は出てもおかしくないというような答弁の仕方ですけ

どね、やっぱり入札の執行のあり方に対しては、やっぱりかなり慎重を期した上でつくり込む必

要が要ります、これは。その執行する中の、その、今は、かなりいいソフトもありますので、全

体が、かなり近い分まで金額がはじき出せる状態になっておりますので、それを頭の中に入れら

れた上で、もう少し高度な、それ以上に、入札のあり方の形をもう一回勉強されて、その、おか

しいなというような疑いがないようなあり方を、もう少し勉強されたほうがいんじゃなかろうか

なと思うております。

　それで、後継者の問題ですね、育成問題。これは、今、市長が言われるように、販売ルート、

販売に乗せるというのはよくわかるんですよ。しかし、販売を乗せる前に、生産者側が、今の状

態では収入がないで生産ができない、生産量がある程度確保できるまでは３年、４年かかるわけ

ですよ。作付する、植えつける、量を失敗して、また繰り返し、最低でも３年かかる。その間に、

どう、そこをもって生きるかですね。そこで挫折するところがかなりあるということですよ。だ

から、生産者側の生活ですね、生活を給付金で見れとは言いませんが、もう少し目線を生産者側

に下げて、それを生活の糧にできるような補助の窓口関係。なんか私が聞くところによりますと、

おはよう日本かハロー日本というような資金が、御存じないですかね。そういう分は、育成資金

の、国の資金の窓口があるらしいです。これは漁業も農業も一緒という。私は、この間壱岐まで

行って、壱岐の漁協組合長から、それを習ってきたんですがね。だから、そういう分野をもう少

し探して、生産者側の立場に立って、生活ができるような範囲の補助、そういう分の窓口をやっ

ぱり行政側が探し出して、それで一体となって生産をし、次に販売をする。そうしなければ、販

売するまでに挫折をして、消えてしまって借金だけが残るというような、今、状況がなりつつあ

りますので、そこのところは、やっぱり一回生産側の立場に立った行政のあり方を検討していた

だきたいと思います。よろしくお願いしときます。あと答弁だけでいいです。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  現在、私が把握しておりますチップ工場は、米寿会さんが、美

津島町の私有地にお借りしてつくってありますところでチップを生産されております。

　ちなみに、今、湯多里ランドでどれぐらい使ってあるかについてはちょっと掌握しておりませ

んけど、渚の湯として今後チップのボイラーが稼働いたしますと、年間３５０トン程度の量が必

要という試算をいたしております。

○議長（波田　政和君）  副市長、齋藤勝行君。

○副市長（齋藤　勝行君）  お答えいたします。
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　入札の件でございますが、今、宮原議員さんの方からお話がありました。現在、対馬市といた

しましては、低入札価格調査制度ということでやっておりますが、このシステムの中に、いろい

ろと、また問題があればというようなことでございますが、そういった部分があれば、また、必

要に応じて改正等行う必要もあろうかと思います。また、その分については、十分検討もしてま

いりたいというふうに思っております。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  後継者育成対策の部分ですが、おはよう日本というお話されました。よ

く、正直言うて、私の方もそれわかりません。おはよう日本は、ＮＨＫの朝のニュースかなと思

いました。

　確かに、そのような、いろんな制度といいますか、そういうものがあるならば、当然私どもも

考えていかなければならんと思います。

　先ほどから申しますように、この緊急雇用の対策、国の中の、これが３カ年間、３カ年間使え

るのがあるものですから、そういうものを３カ年間人を雇い入れていく形で、物事をつくり込む

という手法もあるというふうにも思っております。

　で、今、片や、宮原議員さんがおっしゃられたように、そういう別の制度があるみたいだとい

うことならば、また教えていただければと思っております。それも含めて、そのように、漁業従

事者も農業従事者も、ほんとで育てていかなければいけない状況は間違いないわけで、ともに知

恵を出しながらやっていきたいというふうに思います。

　以上です。

○議長（波田　政和君）  ２１番、武本哲勇君。

○議員（２１番　武本　哲勇君）  質問をいたします。

　今回の補正予算は、定額給付金及び地域活性化・生活対策臨時交付金、この２本立てとプラス

アルファ、地方交付税が７,０００何百万ということで歳入は組まれております。

　私は、この地域活性化・生活対策臨時交付金というのは、私の役場生活と、そして議員のこの

合計で４６年間行政に携わっておりますけれども、初めてであります。恐らく、戦後、このよう

な補助金はなかったと思うんですね。竹下内閣のときに、ふるさと創生資金というのがありまし

たけれども、あれは１億円でした。ところが、さっき市長の説明の中で、余りうれしそうな説明

をしてなかった記憶がするんですよ。私は、この対馬の、この財政が疲弊した中で、この資金は、

補助金は、ひもつきでもないし、つまりはまるまる補助金としてもらえるわけですから、これは

乾田に慈雨、乾き切った田畑に雨が降り注ぐというような心境じゃないかと思うんです。特に市

長は、そういうふうに内心思ってあると思うんですね。それをやっぱもう少し、こう、喜びを表

わしてほしかった。
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　私、日本共産党はですね、この政策については、こういうふうな見方をしてあるわけです。こ

れは、回り回って国民の税金、国債になってきたり、あるいは埋蔵金という得体の知れんような

金が使われたりしてると思うんですけども、しかし、この１００年に１度というようなこの厳し

い中では、こういう政策は必要であるという立場で、私も評価をしている一人であります。

　そういう点で、市長は、心境ですね、この補助金に対して喜びを表わしてほしいと、まあ、お

願いします。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  ８億２,９００万程度では喜べないというのが私の考えであります。

　といいますのが、この制度ができそうだというところで、それぞれ、今まで各地域の方々から

上がってきている生活に密着した要望等、たくさん山積している状態の中で、その積み上げはど

れぐらいになるのかなということで、みんなに、各部署に聞きましたら、４４億４,０００万あ

りました。８億２,９００万では喜べないと、そういう点でですね。しかし、武本議員がおっし

ゃられたように、こういう制度というのは、４０数年行政にかかわる中で初めてだと。確かにそ

うだと思います。まあ、１００年に１度のことですから、こういうことが起こったということで

すけども、あと３６億いただければ、私は喜ぶのかなというふうな思いでおります。

○議長（波田　政和君）  ２１番、武本哲勇君。

○議員（２１番　武本　哲勇君）  貧乏市の市長が言うには、ちょっと、あまりではないかと。

（笑声）それは、私は、冗談で言っているわけじゃないんです。まあ、それはそれとして、事務

的な問題で、この中に１億１,１００万か、県費補助が入ってますが、これは、この補助金が、

都道府県、東京都は財政状況がいいから該当しないそうですが、道府県に２,５００億、で市町

村に３,５００億、合計６,０００億来ているわけですね。この県補助金は、県に２,５００億来て

ますね、それが県を通して、また市町村に来ている。その１億１,１００万ということでしょう

か、それはまあ技術的なことですけれども。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  確かに２,５００億が県のほうに流れております。で、実際、この１億

１,０００万組んでおります県補助金の内訳が、財源が、臨時交付金なのかどうかということに

つきましては、私自身、確かめては、県のほうに確かめてはおりません。まあ、県にあります基

金の中でやりくりされてるかもしれませんし、臨時交付金を見込んで個々の補助金を交付すると

いうふうにされているか、いずれ、先ほどおっしゃられたようにテクニックの問題だと思ってお

りますので、いずれにしても、県の方もそれだけ財源が若干潤ったわけですから、恐らくこうい

う形で助成されてるというふうには理解をしております。

○議長（波田　政和君）  ２１番、武本哲勇君。
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○議員（２１番　武本　哲勇君）  私もそうだと思うんですけれども、まあそれは大した問題じゃ

あありません。

　次の定額給付金ですね、この定額給付金というのがくせ者でありまして、日本共産党はほかの

野党とともに、この制度そのものに反対をしてきました。今、予算も通ったとか、いろいろ国の

方では進んでおります。なぜかといいますと、私も反対なんです、この制度そのものに反対なん

ですけども、なぜかといいますと、その金が、今、直接市民に配分されるのが５億８,０００万、

対馬市の場合ですね、事務費なんか入れると６億５００万というふうに組まれております。その

金が、例えば市長に、市に、好きなように使ってくれと、６億５００万を使ってくれというふう

にしてもらえば、例えば所得の低い人たちに、例えば半分を、３億ぐらいを配分して、そしてあ

とはそれが介護保険料とか、あるいは保育料の減免とかそういうことにも使える。例えば、調整

補助金をずっとカットしてきた商工会とか社会福祉協議会とか観光物産協会とか、そういうこと

にも、一時的、１回だけですけども、潤してやるというようなことができるわけですね。今、だ

れもかも、請求すれば全部１万２,０００円とか２万円とかというような、ばらまきじゃあ、や

はり市長としての政策に反映できない、ということで、これは問題であると。よく、選挙対策じ

ゃないかと、国政の、与党の選挙対策じゃないかと言われております。そして７０％ぐらいの人

たちが批判的な見方をしておるわけです。ところが、それが支給されるとどうしますかと言うと、

８０％以上の人が欲しいという調査もあるようです。私は、それはそうだと思うんですね。

　ですから、市長にまたお伺いしますけれども、この制度がそういうばらまきじゃなくて、市長

の裁量によって使い道が決められるというようになれば、もっとよかったんじゃないかと思うん

ですけども、いかがですか。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  今、武本議員がおっしゃられるように、２兆円の金が、国レベルで違う

形でもっと使われたならば、私、対馬市としてはもっと喜んだんじゃないかというお話です。

　先ほど言いましたように、４４億４,０００万の金額が、８億２,９００万プラス６億円程度で

１４億になれば、３０億円しか残らんようになります。そうなるほうが一番望ましいのかなとも

思いますし、ほかにいろんな使い方もあるんではないかなというふうな部分は、それは、市レベ

ルではなくて、国政レベルで、もっと使い方もあるんじゃないかなというふうな思うところは、

個人的にはございます。まあ、そうは言いますものの、国のほうで、こういう形で予算も通過し、

あと関連法案が通っておりまんせけども、こういうふうな形になっておりますので、市としては

国の方向に追随し、皆さんに早い時期にこれが給付できる形に、精一杯頑張るというのが今の私

の仕事かなというふうに考えております。

○議長（波田　政和君）  最後ですね。
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○議員（２１番　武本　哲勇君）  市長が言われるように、本音は、自由に使える金であってほし

いと。ところが、これは残念ながら国が決めることでありますので、そうはいかんと。だから、

その決められた中で、最大限努力していきたいということだと思うんです。

　私も、この制度は、そのものについては国の制度ですから、これはやっぱり、やり方にちょっ

と問題があるということがあります、今でもありますが、ところがそれは市町村段階で決定して

配付することになると思うんですけども、それについては、これ、国民の権利として発生するわ

けですね。法律ができ、予算が通過すれば発生するわけです。だから、それは権利ですから、こ

れ返上したら対馬市にとってもマイナスになりますし、これは国に吸い上げられるわけですから、

だから、これはこれとして当然もらう権利があるという立場でもあります。

　そこで、事務的なことをお尋ねしますが、大体その予算と条例の関係、国もそうですけども、

市町村も、普通は一般的には条例ができて、そして予算が組まれると、あるいは同時というよう

なことがあると思うんですけども、この、今の段階では、予算は出たわけですけども、条例につ

いては何も音さたがないわけですが、この整合性はどうなっているのでしょうか。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  今回の定額給付金につきましては、国が行われる制度でござい

まして、それを市としても準用していきます。ですから、国の制度が成立するまでは給付はしな

いと。先ほどから申しますように、今回予算計上させていただきましたのは、事務費関係の執行

については、ある程度国の指示をいただいて執行する。いわゆる５億何がしの定額給付金につき

ましては、国の決定後に支給を開始していきたいというふうに考えております。

○議長（波田　政和君）  これで質疑を終わりたいと思います。

○議員（２１番　武本　哲勇君）  確認です。

○議長（波田　政和君）  ありますか。

○議員（２１番　武本　哲勇君）  条例はつくらなくていいんですか。定例議会あたりで出す予定

なんですかということです。

○議長（波田　政和君）  はい、市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  この定額給付金については国のほうの制度でございますので、恐らく、

通常でありましたら、児童手当等もそうですが、事務取扱規則等で十分にこなせるというふうに

解釈しておりますけど。

○議長（波田　政和君）  ８番、初村久藏君。

○議員（８番　初村　久藏君）  １点だけお尋ねをしたいと思います。

　この定額給付金について、支給が、予算が通ればということでございますけど、これにつきま

して、対馬市も、各個人が税金等の滞納が結構あると思うわけです。その給付に対して、その滞
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納者に対しての考え方、それはどういうふうに考えてあるのか、それで差し引かれるものか、ま

あ、これは国の制度でありますので、全額また個人にやるものか、そこのところ１点だけお尋ね

をしたいと思います。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  議員の質問にお答えいたしますが、今回の定額支給については、

あくまで個人に１人当たり１万２,０００円、まあ１８歳以下と６５歳以上は８,０００円プラス

されますが、あくまで支給するということになりますので、先ほど言われました税金ですかね、

そこら辺の差し引き等はできないと考えております。

○議長（波田　政和君）  ほかに。１４番、小川廣康君。

○議員（１４番　小川　廣康君）  １点だけお尋ねをしておきたいと思います。

　予算書１５ページですが、まずもって、私、１２月の定例会で一般質問させていただきました

旧上対馬町の庁舎解体工事につきましては、早速御配慮いただきまして評価をしたいと思います。

それに関連いたしまして、その上の、積立金の約２億、これ予算書の予算の説明の中で、２１年

度の当初予算で具体的に説明するということです。が、その後、今、午後になりまして、この

６号予算書の臨時交付金のこの添付資料が配付されました。

　これで１点お尋ねしたいと思いますが、今、美津島地域活性化センターの周辺の、今、整備が、

ロータリーを含めた整備が、今進んでおりますが、私、以前からお願いをしておりましたけど、

あそこに２つの側溝といいますか、青道といいますか、それが今存在しています。これは建設部

長のほうにお尋ねしたいんですが、その改修工事が、この緊急的なこの６号予算の中に、この土

木費の中の美津島市道維持補修工事の中に含まれてるのか、もしくは２１年度のこの２億の中で

新たに予算づけをしていくのか、その点についてお尋ねをしたいと思いますが、今、先ほど申し

ましたように、地域活性化センターの周辺が、今きれいにこう整備を、ロータリーを含めて、前

の駐車場、今、この今年度中に完成の予定だと聞いておりますが、今までも過去に鶏知の町の中、

側溝を含めた、側溝からのあふれ出る水が、地域住民に非常にその被害をこうむっておったわけ

ですが、この側溝といいますか、青道の改修がこの６号予算の中に含まれているのか、もしくは

２１年度の予算で組まれようとしているのか、その点を確認を、１点だけ確認をしておきたいと

思います。（発言する者あり）

○議長（波田　政和君）  美津島地域活性化センター部長、阿比留正明君。

○美津島地域活性化センター部長（阿比留正明君）  質問に対して答えたいと思います。

　予算につきましては、あくまでも平成２１年度ではなくて、今回の臨時交付金の中で施行する

ということです。

　それで、本工事費につきましては、１,５３０万程度、それから設計、委託につきましては
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２００万程度の予算で、あくまでも平成２０年度の今回の臨時交付金ですということで、施工を

させていただきたいと思っております。

　以上です。

○議長（波田　政和君）  １４番、小川廣康君。

○議員（１４番　小川　廣康君）  この緊急対策の、この６号予算の中に含まれていることで理解

いたしますが。

　もう１点、美津島の部長、よく御存じだと思いますが、今、この鶏知の町市街地の道路拡幅が

着々と進んでおりますが、特に道路拡幅する場合に、道路、あそこは中央道ですから県の管轄に

なりますが、そこあたりの流れ込む県道の、地方道のその側溝と、あるいはその流れ込む路線、

これはまず市道から流れ込む側溝の部分が、こう、今、鶏知の町、今、市街地の中には数多くあ

ると思うんですね。ですから、そういうところ、県と、やはりよく協議をしながら、流れ込む流

量といいますか、そこあたりのやっぱ積算をしながら側溝を入れてもらうように、私はしていた

だきたいなと。ですから、今、新たにこう県道拡幅の中で、側溝が新たにこう設置をされており

ますが、以前よりもちょっと高くなったり、そのレベルの問題で高くなったりして、流れ込む流

量との、市道から流れ込む流量、そして県道の受けるその側溝、そこあたりは緻密な計算のもと

でやっぱり設計をされておると思うんですが、やはり現場によると、新しい側溝ではけないとい

うふうな事例が多々あるみたいですので、あと、何カ所もそういう場所はあると思います。県道

に流れ込む流量が多くて、既存の側溝でははけないと。

　まあ、そういうことで、今後につきましても、まあ、道路がきれいになるっていうことはいい

ことなんですが、問題は、その大雨のときに受ける側溝の部分を、今後、県とよく協議をしてい

ただいて、まあ十分に計算上はやってると思うんですが、特に採の谷からの水の流量計算につい

ては、どの側溝を使えば一番いいのか、そこあたりも十分今後検討をしていただきたいことを要

望をしておきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（波田　政和君）  ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

　お諮りします。ただいま議題となっております議案第４号は、会議規則第３７条第２項の規定

によって委員会への付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４号は委員会への付託を省略

することに決定しました。

　これから討論を行います。討論はありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第４号、平成２０年度対馬市一般会計補正予算（第６号）を採決します。この採

決は起立によって行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方の起立を願います。

〔賛成者起立〕

○議長（波田　政和君）  起立多数であります。したがって、議案第４号、平成２０年度対馬市一

般会計補正予算（第６号）は可決されました。

　暫時休憩します。１４時５分から再開します。

午後１時52分休憩

⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯ ⋯

午後２時03分再開

○議長（波田　政和君）  再開します。

────────────・────・────────────

日程第４．議案第５号

○議長（波田　政和君）  日程第４、議案第５号、平成２０年度対馬市診療所特別会計補正予算

（第３号）を議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。福祉保健部長、扇照幸君。

○福祉保健部長（扇　　照幸君）  ただいま議題となりました議案第５号、平成２０年度対馬市診

療所特別会計補正予算（第３号）について御説明申し上げます。

　今回の補正は、国の２次補正予算を活用いたしまして、仁田診療所の医師住宅を購入するため

の予算を増額するものであります。

　１ページをお願いいたします。平成２０年度対馬市の診療所特別会計補正予算（第３号）は、

次に定めるところによることを規定し、第１条第１項、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ６２４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億

５,２１３万８,０００円とするものであります。

　第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表　歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。

　次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。

　まず、歳入でありますが、８ページをお願いいたします。４款繰入金１項他会計繰入金は、一

般会計繰入金を６２４万円増額しております。

　歳出につきましては、１０ページをお願いいたします。１款総務費１項施設管理費は、建物購
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入費を６２４万円増額しております。現在、仁田診療所に隣接しております、前仁田診療所吉田

先生の住宅を医師住宅として借り上げておりますが、本住宅を購入し、医師住宅を確保するもの

であります。

　以上が、議案５号、対馬市診療所特別会計補正予算（第３号）の提案理由の説明であります。

御審議の上、御承認くださいますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（波田　政和君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

　お諮りします。ただいま議題となっております議案第５号は、会議規則第３７条第２項の規定

によって、委員会への付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５号は委員会への付託を省略

することに決定しました。

　これから討論を行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  はい。討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第５号、平成２０年度対馬市診療所特別会計補正予算（第３号）を採決します。

この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（波田　政和君）  起立多数であります。したがって、議案第５号、平成２０年度対馬市診

療所特別会計補正予算（第３号）は可決されました。

────────────・────・────────────

日程第５．議案第６号

○議長（波田　政和君）  日程第５、議案第６号、平成２０年度対馬市特別養護老人ホーム特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。福祉保健部長、扇照幸君。

○福祉保健部長（扇　　照幸君）  ただいま議題となりました議案第６号、平成２０年度対馬市特

別養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）について御説明申し上げます。

　本会計の補正につきましても、国の２次補正予算を活用いたしまして、特別養護老人ホームに

スプリンクラーを整備する工事費等の予算を増額するものであります。

　１ページをお願いいたします。平成２０年度対馬市の特別養護老人ホーム特別会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによることを規定し、第１条第１項、歳入歳出予算の補正は、
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歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７０２万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ５億７,５８１万２,０００円とするものであります。

　第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表　歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。

　次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。

　まず、歳入でありますが、８ページをお願いいたします。３款繰入金１項他会計繰入金は、一

般会計繰入金を１億７０２万９,０００円増額しております。

　歳出につきましては、１０ページをお願いします。１款民生費１項社会福祉費は、スプリンク

ラー設備工事費等１億７０２万９,０００円を増額しております。平成１９年の消防法施行令の

一部を改正する政令により、スプリンクラー設備等の設備を行わなければならない施設の範囲が

拡大されたことにより、特別養護老人ホーム４カ所にスプリンクラーを整備するための設計監理

委託料と工事費及び建築基準法施行規則の一部改正により特殊建築物の定期報告制度が見直され、

この報告に必要な定期調査、検査等を委託するもので、特別養護老人ホーム４カ所分の特殊建築

物設備点検業務委託料を増額しております。

　以上が、議案第６号、対馬市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）の提案理由の説

明であります。御審議の上、御承認くださいますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（波田　政和君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。４番、小宮教義君。

○議員（４番　小宮　教義君）  １点だけお尋ねいたします。扇部長のデビュー戦ということで、

１点だけお尋ねいたします。

　１１ページ、１億７０２万９,０００円、これは、ページの１７、一般会計ですね、失礼いた

しました。繰出金で、これからの繰り出しということでございますね、これは全額をもって臨時

交付金に充たっておるんでしょうかね。

　と申しますのは、一般会計でも出ておるんですけれども、まあ例えば、すべての項目において、

わかりやすいのが──そうですね、ページ１５でもよろしいんですけれども、今回の臨時交付金

は対象となる一般単独事業の費用について全額、しかし、職員の給与は省くというふうな規定の

中での予算づけだと思うんですが、この一般会計でもあるように、県国支出金とそして一般財源

のところで、約１割ぐらいの一般財源を組んでおるんですが、話が戻りまして、先ほどの１億

７０２万９,０００円は、どういうふうな内訳になっておるのか。一般財源がゼロになっておる

けども、その辺の対応はどうなっておるのかということをお尋ねします。

○議長（波田　政和君）  福祉保健部長、扇照幸君。

○福祉保健部長（扇　　照幸君）  歳出の１６ページに老人福祉費という項目がありますが、社会
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福祉の老人福祉ですね。補正額が１億３,４６６万１,０００円となっておりまして、その内訳と

しまして国県支出金１億１,２５９万２,０００円、そしてその一般財源が２,２０６万９,０００円

ということになっております。

　で、国県支出金の１億１,２５９万２,０００円のうち、一般会計の１０ページですかね（「何

ページ」と呼ぶ者あり）１０ページです。（「はい」と呼ぶ者あり）県支出金の県補助金、ここ

に民生費県補助金で２,１４９万２,０００円、これがスプリンクラーの県の補助金ということで、

国県の補助金が１億１,２５９万２,０００円ですから、除いた分が国費ということになります。

　以上です。

○議員（４番　小宮　教義君）  わかりました。

　以上です。

○議長（波田　政和君）  はい、いいですか。ほかにありませんね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  これで質疑を終わります。

　お諮りします。ただいま議題となっております議案第６号は、会議規則第３７条第２項の規定

によって、委員会への付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６号は委員会への付託を省略

することに決定しました。

　これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第６号、平成２０年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）を

採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（波田　政和君）  起立多数であります。したがって、議案第６号、平成２０年度対馬市特

別養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）は可決されました。

────────────・────・────────────

日程第６．議案第７号

○議長（波田　政和君）  日程第６、議案第７号、平成２０年度対馬市水道事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。水道局長、一宮英久君。
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○水道局長（一宮　英久君）  議案第７号、平成２０年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号）

について提案理由を御説明いたします。

　１ページをお願いします。今回の補正は、一般会計からの地域活性化・生活対策臨時交付金に

より追加計上するもので、次のとおり改めるものでございます。

　第２条、平成２０年度対馬市水道事業会計予算第４条に定めた、第１款資本的収入第２項負担

金を６００万円追加するもので、これは一般会計からの負担金でございます。

　次に、第１款資本的支出第１項建設改良費を６００万円追加するもので、厳原地区に渇水対策

用の地下水開発事業を実施しようとするものでございます。

　以上、簡単でありますが説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定いただきますようお

願いいたします。

○議長（波田　政和君）  これから質疑を行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

　お諮りします。ただいま議題となっております議案第７号は、会議規則第３７条第２項の規定

によって、委員会への付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  異議なしと認めます。したがって、議案第７号は委員会への付託を省略

することに決定しました。

　これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第７号、平成２０年度対馬市水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。こ

の採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（波田　政和君）  起立多数であります。したがって、議案第７号、平成２０年度対馬市水

道事業会計補正予算（第１号）は可決されました。

────────────・────・────────────

日程第７．議案第８号

○議長（波田　政和君）  日程第７、議案第８号、工事請負変更契約の締結について（対馬市情報

基盤整備工事（２工区））を議題とします。

　本案について提案理由の説明を求めます。総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  ただいま議題となりました議案第８号、工事請負変更契約の締
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結について、その提案理由と内容を御説明いたします。

　本案は、平成２０年９月２９日付、議案第７５号をもって議決いただいております対馬市情報

基盤整備工事（２工区）の工事請負変更契約の締結をお願いしようとするものであります。

　本工事の請負変更契約につきましては、第１回目の請負変更契約を当初契約金額３億３０万円

に対し、５,８９１万９,７００円増額の３億５,９２１万９,７００円で、地方自治法第１８０条第

１項の規定により、２割以内の変更の範囲内であったことから専決処分とし、同法同条第２項の

規定により、さきの臨時議会において御報告を申し上げたところでございます。

　その後の工事進捗により、伝送路設備における各家庭への引き込み工事のドロップケーブル架

線数量が８３.９６キロメートル、そして電柱共架申請の不可判定による対応策としての自営柱

７２本を追加することが必要となりました。

　今回の工事請負変更契約は、前回の工事請負変更契約に対して、３,０７０万９５０円増額の

３億８,９９２万６５０円となり、議案第７５号で議決いただいておりました請負契約金額に対

しましては、専決処分できる範囲を超えた２９.８４％の増額となりますので、富士通ネット

ワークソリューションズ株式会社九州支店長角岡佳昭氏を相手方とした工事請負変更仮契約を

３億８,９９２万６５０円で締結しておりますので、本契約を締結いたしたく議会の議決を求め

るものであります。

　以上で、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願いいた

します。

○議長（波田　政和君）  これから質疑を行います。１３番、大浦孝司君。

○議員（１３番　大浦　孝司君）  関連質問としていたします。

　１２月定例会で、私は入札のあり方について、島内業者の考え方、あるいは島外業者の、いわ

ゆるあり方についての基本的なことを、この事業種目において、工事種目において質問を市長に

いたしました。で、私は本当は、指名委員長、大浦副市長、あるいは副指名委員長の齋藤副市長

から、私が直接お聞きしたかったんですが、次の点について、さらに同じことを確認したいと思

います。

　まず、島外業者の選定を、松村市長の時代から、このＣＡＴＶの工事については行ってまいり

ました。で、私は、このたびの財部市政において、九州電力の関係する九電工の対馬営業所につ

いては、これは施工能力があるのかないのか、この点について、私、前回問うたわけですが、こ

の中身を見ますと、通信部門の工事実績、前年度の、いわゆる指名の条件が１,２００点を超え

なきゃならんというふうなことになっておるそうです。ところが、九電工の対馬営業所について

は１,１００点と、わずか１００点の線引きが、対馬市の中でどのような判断でなされたのか。

その１００点に施工能力がないという判定なのか、あるいは、その、ほかに要件とすることは、
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工事実績等という言葉ございますが、しかし施工能力があるというふうなことであれば、財部市

政として、新たに、前向きな対応をするべきであると私は思うんですが、副市長、副指名委員長

のお言葉を、ここでいただきたいと思います。

○議長（波田　政和君）  副市長、齋藤勝行君。

○副市長（齋藤　勝行君）  今、大浦議員さんおっしゃられることは、ちょっと逆かなと思います

けども、何かその点数内に合わせ込むような形に思われるんですけども、一応その基準としてあ

りました、その１,１００点という、そこがありますので、足りない方は足りない方で、そこに

は入れないというのが現状だろうと思います。それはですね。ですから、それを変えるかどうか

ということでしょうけども、これは今のところ、そこまでの検討は、委員会の方ではしてはおり

ません。

○議員（１３番　大浦　孝司君）  議長。

○議長（波田　政和君）  えっと。

○議員（１３番　大浦　孝司君）  関連質問です。

○議長（波田　政和君）  関連。

○議員（１３番　大浦　孝司君）  関連ですから。

○議長（波田　政和君）  数字の、もう契約は終わってますよね、この件に関してはですね。それ

で、提案理由からずっといった場合に、数字のことやったらわかるんですけども、中身が説明し

にくいのかなと思ってるんですけど。

○議員（１３番　大浦　孝司君）  いや、１２月定例会の市長との回答が出なかったから、指名委

員長がおられれば、このことを少しきちっと。

○議長（波田　政和君）  はい、わかりました。はい、１３番、大浦孝司君。

○議員（１３番　大浦　孝司君）  検討しておらんということは、前回からの根拠、あるいは、そ

の入札要件を変えないというのはわかりますが、そこを、地域活性化というふうな、一つの、対

馬の中で施工能力を検討した場合、そうではないという判断があれば、財部市長、これは、私は、

見直してもいい、あるいは検討してもいいと思うんですが。今年度のことはどうしようもござい

ませんが、残り１年、その中で、それを認めれば今までを否定することになりますけども、しか

し検討してもいいんじゃなかろうかと思うんですが、いかがでしょうか。もう後の答弁はござい

ませんが、その辺の思いを、あればお聞きしたいんですが。

○議長（波田　政和君）  市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  今年度の変更契約に関して、次年度の入札の方式をどうするかという御

質問になっておりますが、先ほど齋藤の方が答えました、まだ現段階において考えておりません

という話は、今年度の話でございまして、来年度以降について、まだ協議には、来年度以降の方
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向性について協議に入ってないのが事実であります。これから先、多くの方々の意見を聞きなが

ら物事を判断していきたいというふうに思います。

　以上です。

○議長（波田　政和君）  １２番、宮原五男君。

○議員（１２番　宮原　五男君）  この情報基盤整備工事についてちょっと。

　今、施工段階でどれぐらい、８０％ぐらいいっとるですかね、約。この放映について、ちょっ

と問いたいんですが、今各地区でどんどんどんどん放映されている状況に、今なっとるですね。

そこの中で、執行部の方はテレビを見てあるかどうか知りませんが、あの放映のやり方では、市

民は納得できる放映の方法じゃないんじゃなかろうかなと私は思うわけですね。なぜかいいます

と、今のその文字が出て、文字だけ出るだけで、朗読はないていう、言葉がないということです

よ。あれは、見る瞬間的な速度が早過ぎて読む時間もないような状況の放映のやり方ですね。だ

から、文字が出た場合は、それに読みを入れて、そこで説明を入れるというとこまで放映してい

ただかないと、あれでは、年寄りの方、子供っていうものは、全然わからないんじゃないですか

ね。

　そういう面に対しては、どんな考え方を持ってありますか、ちょっとお答え願いたいんですが。

○議長（波田　政和君）  総務企画部長、永尾榮啓君。

○総務企画部長（永尾　榮啓君）  まず、現在の進捗状況でございますけど、現在２工区について

は約６０％程度終わっておるのかなというふうに考えております。

　それと、放送の件ですけど、実際は、私の地域ではまだ接続がされておりません。厳原有線の

御厚意によりまして、録画で時々見させていただいておりますけど、議員さんの言われる部分が

ちょっと私個人は掌握しかねます。ただ、対馬市の中には、放送の運営委員会等がございますの

で、御質問の点は再度調べ上げて、その中で検討していきたいというふうに考えております。

○議長（波田　政和君）  １２番、宮原五男君。

○議員（１２番　宮原　五男君）  運営委員会がありましたら、ぜひそこのところ、文字だけが出

る状態になっておりますから、今は。そしたら、失礼な言い方ですけど、文字の見えにくい方た

ちは、全然わからんような状況ですよ。それならば、そこで文字を朗読して、その声に出してそ

こで放映をするって、それは必ず取り入れる必要が要るということですよ。そこのところをよく

委員会で検討されて、ぜひ導入していただきたいと思います。

○議長（波田　政和君）  ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

　お諮りします。ただいま議題となっております議案第８号は、会議規則第３７条第２項の規定
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によって、委員会への付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  異議なしと認めます。したがって、議案第８号は委員会への付託を省略

することに決定しました。

　これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。

　これから議案第８号、工事請負変更契約の締結について（対馬市情報基盤整備工事（２工

区））を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（波田　政和君）  起立多数であります。したがって、議案第８号、工事請負変更契約の締

結について（対馬市情報基盤整備工事（２工区））は可決されました。

　お諮りします。本議会における議決の結果、条項、字句、数字、その他において整理を要する

ものがあるのではないかと思料されます。その整理権を会議規則第４３条の規定によって議長に

委任願います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（波田　政和君）  異議なしと認めます。したがって、整理権を議長に委任することに決定

しました。

────────────・────・────────────

○議長（波田　政和君）  以上で、本日の議事日程は全部終了しました。

　市長よりあいさつの申し出があっておりますのでお受けいたします。市長、財部能成君。

○市長（財部　能成君）  第３回臨時会の閉会に当たり、一言お礼申し上げます。

　本日は、慎重に御審議いただき、御決定賜りましてまことにありがとうございました。おかげ

をもちまして、本日の臨時会にて御審議いただきました議案すべてにつきまして、議員皆様の御

理解をいただき、大変ありがたく存じているところでございます。

　本日御決定いただきました事項につきましては、緊急経済対策の一環でもありますので、早速

取りかかり、市民の生活への不安感を少しでも早く軽減できるよう、迅速な対応をとってまいり

たいと考えております。

　また、来月３月９日には、平成２１年第１回定例会の招集を予定しておりますので、お忙しい

ところではございましょうが、何とぞよろしく御参集くださいますようお願い申し上げまして、

閉会のあいさつといたします。

　本日はどうもありがとうございました。
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○議長（波田　政和君）  会議を閉じます。

　平成２１年第３回対馬市議会臨時会を閉会します。お疲れさまでした。

午後２時33分閉会

──────────────────────────────
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